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【
要
約
】
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
な
ら
ん
で
十
九
世
紀
自
由
主
義
運
動
の
端
緒
を
な
し
た
ア
メ
リ
カ
革
命
は
ど
の
よ
5
な
原
因
で
起
り
、
ま
た
十
三
植
民
地
の
　
　
、
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自
主
・
独
立
運
動
と
そ
の
内
部
の
政
治
・
枝
会
緊
張
と
は
ど
う
い
う
関
連
を
も
っ
た
か
。
こ
れ
ら
は
古
く
し
て
新
し
い
、
ア
メ
リ
カ
革
命
史
上
の
基
本
問
題

で
あ
る
。
　
「
イ
ン
ピ
ァ
リ
ア
ル
・
ス
ク
ー
ル
」
に
よ
っ
て
科
学
的
な
操
作
が
始
め
ら
れ
て
か
ら
優
に
二
世
代
以
上
を
経
過
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

イ
ェ
ー
ル
大
学
の
E
・
S
・
モ
ー
ガ
ン
教
授
が
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
ど
の
特
定
の
説
を
も
完
全
な
説
明
に
ま
で
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敷
縛
し
て
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
薄
い
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
わ
れ
わ
れ
は
未
だ
、
ア
メ
リ
カ
革
命
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か

彗
嬰
継
擦
盗
難
鞭
砕
鵜
裂
趨
諜
鞠
輪
講
卸
鞍
懸
狂
奴
羅
一
構
諜
礁
驚
雄
藩
撚

b
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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打
ち
破
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
革
命
運
動
が

　
　
［
　
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
の
形
成
　
　
　
　
政
府
と
偶
人
、
イ
ギ
リ
ス
と
植
民
地
、
社
会
的
・
地
理
的
．
宗
教
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
力
の
鶴
．
鶴
．
骸
が
ら
生
み
出
さ
れ
を
と
は
今
日
ほ
と
ん
ど
一
様

1
　
そ
艇
以
葡

　
「
ア
メ
リ
カ
革
命
期
の
研
究
は
こ
こ
三
、
四
十
年
間
に
以
前
の
ど

の
時
期
よ
り
も
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
携
ま
ぬ
努
力

は
歴
史
研
究
に
お
け
る
近
代
精
神
の
所
産
で
あ
り
、
初
期
の
歴
史
学

者
た
ち
が
植
民
地
叛
乱
の
説
明
根
拠
と
し
た
単
純
な
公
式
を
完
全
に

に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」

　
以
上
は
一
九
一
八
年
置
　
当
時
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
の
少
壮
学
者

A
・
M
・
シ
ュ
レ
ー
ジ
ン
ガ
ー
が
恩
師
H
・
L
・
オ
ズ
グ
ッ
ド
に
捧

げ
た
労
作
『
縮
脚
民
地
商
人
と
ア
メ
リ
カ
革
命
』
の
序
言
で
あ
る
。
ア

ン
ド
ル
ー
ズ
、
オ
ズ
グ
ッ
ド
、
ビ
ー
ア
わ
を
開
拓
者
と
す
る
十
九
世
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紀
末
か
ら
の
客
観
的
な
革
命
史
研
究
が
古
い
偏
見
を
打
破
し
、
曇
る

種
の
客
観
的
基
準
な
い
し
一
般
的
諒
解
を
も
た
ら
し
た
点
、
従
っ
て

い
わ
ゆ
る
「
イ
ソ
ピ
ア
リ
ア
ル
・
ス
ク
ー
ル
」
の
出
現
が
画
期
的
意

義
を
も
つ
た
占
…
は
シ
ュ
レ
ー
ジ
ン
ガ
ー
の
簡
単
な
　
冒
“
茱
の
な
か
に
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
画
期
性
を
知
る
た
め
に
は
、
十
九
世
紀
末
ま

で
の
革
命
史
把
握
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
概
観
す
る
こ
と
か
ら

始
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
革
命
は
建
国
の
エ
ポ
ス
と
し
て
ア
メ
リ
カ
史

上
最
大
の
出
来
事
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
そ
の
叙
述
も
建
国
と
時
を

同
じ
く
し
て
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
当
時
に
生
き
た
人
々
に

と
っ
て
は
、
そ
れ
は
冷
静
な
ロ
ゴ
ス
に
よ
る
よ
り
も
自
己
の
党
派
的

感
情
か
ら
書
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
い
い
換
え
れ
ば
、
愛
国
派

的
偏
見
と
王
党
派
的
偏
見
と
の
両
極
端
か
ら
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。

前
者
は
革
命
を
神
聖
視
す
る
。
そ
れ
は
残
忍
に
し
て
自
然
に
反
し
た

豆
蒔
書
主
ジ
．
i
ジ
三
世
を
向
う
に
廻
し
て
、
秩
序
あ
る
且
つ
進
歩
的

政
府
を
愛
す
る
有
徳
な
人
々
が
正
義
の
た
め
に
闘
っ
た
争
い
で
あ
る
、

と
。
こ
の
種
の
叙
述
は
教
科
書
に
採
用
さ
れ
、
新
国
家
の
基
礎
を
闘

め
る
教
育
的
手
段
に
用
い
ら
れ
た
。
　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ネ
ヴ
ィ

ン
ズ
教
援
は
こ
れ
を
「
愛
国
的
・
忠
誠
的
叙
述
」
（
冨
三
。
誘
膏
§
O

量
簿
肯
き
邑
と
呼
ん
で
い
㌔
＋
九
世
紀
に
入
ぞ
ジ
言

ジ
・
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の
手
で
集
大
成
さ
れ
た
革
命
史
は
、
大
体
右
の

系
列
に
属
す
る
と
見
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
王
党
派
的
立
場
は
次
の

よ
う
に
考
え
る
。
革
命
は
三
百
代
零
や
蜜
商
業
者
に
み
ち
び
か
れ
た

田
舎
の
無
作
法
者
（
げ
¢
O
O
一
一
〇
　
〇
一
〇
≦
昌
匂
α
）
が
、
英
帝
国
の
繁
栄
に
お
い

て
の
み
ア
メ
リ
カ
も
安
泰
で
あ
る
と
す
る
正
当
・
穏
健
な
冤
解
を
無

視
し
て
起
し
た
不
法
行
為
で
あ
る
、
と
。
と
も
か
く
、
以
上
の
相
反

す
る
革
命
観
が
十
九
世
紀
の
二
、
王
○
年
代
ま
で
存
続
し
、
桐
互
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

批
判
を
許
さ
な
い
「
経
典
」
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
八
二
〇
一
三
〇
年
代
か
ら
、
ど
ち
ら
の
経
典
に
対
し
て
も
疑
問

が
抱
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
世
代
が
代
っ
て
革
命
は
父
祖
の
物
語

と
な
り
、
新
国
家
の
基
礎
も
で
き
上
っ
た
と
い
う
こ
と
が
事
態
の
変

化
に
作
用
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
い
ま
一
つ
に
は
外
か
ら

の
影
響
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
自
由
主
義
運
動
一
歴
史
叙
述

の
領
域
で
は
ホ
イ
ッ
グ
史
家
た
ち
の
活
動
一
が
関
連
し
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
当
時
す
で
に
強
力
な
産
業
資
本

家
層
の
形
成
を
見
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
戦
後
間
も
な
く
自
由
放

任
主
義
運
動
や
選
挙
法
改
正
運
動
が
拾
頭
し
、
ブ
ル
ジ
。
ワ
・
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
在
り
方
が
活
淡
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
い
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アメリカ革命史の歴史（今津）

う
時
代
傾
向
を
反
映
し
て
T
・
B
。
マ
コ
ー
レ
ー
、
T
。
琶
・
メ
イ
、

J
・
R
・
グ
リ
ー
ン
、
G
・
O
・
ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ソ
な
ど
が
鷺
出
し
、

ホ
イ
ッ
グ
的
立
場
か
ら
立
憲
政
治
の
歴
史
や
人
民
の
歴
史
を
書
い
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
革
命
史
研
究
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
こ
の
傾
向
を
強

く
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
革
命
直
後
の
極
端
に
党
派
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
や
、
民
衆
を
無
視
し
て
革
命
の
英
雄
だ
け
を
と
り
上
げ
る
態
度

は
揚
棄
さ
れ
た
が
、
反
面
か
え
っ
て
ア
メ
リ
カ
嘉
言
命
の
特
殊
性
は
抹

殺
さ
れ
、
こ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
発
展
の
一
環
㎝

と
見
る
弊
害
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
革

命
は
僧
侶
や
地
主
貴
族
に
反
抗
し
た
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
、
リ
チ
ャ
ー

ド
・
コ
ブ
デ
ソ
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
ら
の
運
動
或
い
は
グ
ラ
ッ
．
ド

ス
ト
ー
ン
の
自
由
主
義
運
動
の
符
合
物
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
の
で

　
③
あ
る
。
こ
う
い
う
考
え
方
に
は
、
ア
メ
リ
カ
を
イ
ギ
リ
ス
と
相
違
さ

せ
た
諸
条
件
－
大
陸
的
孤
立
性
、
隣
接
地
域
に
強
国
を
も
た
な
い

有
利
性
、
合
成
的
国
民
性
、
な
か
ん
ず
く
世
界
史
上
ユ
ニ
ー
ク
な
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
な
ど
一
は
顧
ら
れ
て
い
な
い
。
十
九
世
紀

末
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
史
灘
ナ
の
爵
営
湘
形
成
が
、
　
一
つ
に
は
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
の
重
要
性
の
発
見
と
い
う
形
を
と
っ
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
十
九
枇
紀
前
半
の
歴
史
叙
述
を
ネ
ヴ
ィ
ソ
ズ
は
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ユ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
文
学
的
歴
史
」
と
呼
ぶ
。

特
に
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
名
称
を
用
い
た
の
は
、
当
時

歴
史
文
学
者
の
大
半
が
ア
メ
リ
カ
史
の
叙
述
に
お
い
て
二
昌
…
・
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
、
ま
た
彼
ら
自
身
が
同
地
の
出
身
で
あ
っ
た

こ
と
に
関
連
す
る
。
例
一
え
ば
W
・
H
・
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
、
J
。
L
。

モ
ッ
ト
リ
ー
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
パ
ー
ク
マ
ソ
は
い
ず
れ
も
ボ
ス
ト
ン
人

で
あ
り
ハ
ー
ヴ
｝
，
ー
ド
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
が
最
も
は

や
く
か
ら
開
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
交
渉
の
深
い
歴
史
を
も
つ
て
い
た

点
を
考
え
れ
ば
、
彼
ら
の
関
心
が
概
し
て
対
外
的
ま
た
は
国
際
的
な

方
面
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
彼
ら
の
叙
述
は
二

つ
の
点
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
e
建
国
の
歴
史
に
情
熱
を
傾
け
る
よ

り
竜
世
界
の
出
来
事
を
扱
お
う
と
す
る
傾
向
、
⇔
政
治
に
お
き
代
え

る
に
文
学
を
も
つ
て
す
る
態
度
で
あ
る
　
（
プ
レ
ス
ロ
ッ
ト
と
モ
ッ
ト
リ

ー
が
と
も
に
ア
メ
リ
カ
史
自
体
よ
り
も
ス
ペ
イ
ン
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
外
国
の

歴
史
を
書
き
、
パ
ー
ク
マ
ン
の
よ
う
に
主
監
界
を
舞
台
に
し
た
場
合
で
も
、

こ
れ
を
ラ
テ
ン
繹
昭
教
文
明
と
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
猛
新
教
文
明
の
衝
突
と

い
う
観
点
か
ら
と
り
上
げ
た
事
実
は
注
目
し
て
よ
い
）
。
彼
ら
の
生
命
は
文

学
的
歴
史
で
あ
っ
た
。
ネ
ヴ
ィ
ソ
ズ
に
よ
れ
ば
「
パ
ノ
ラ
マ
的
歴
史
」
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で
あ
る
。
彼
ら
は
歴
史
を
実
質
酌
に
も
形
式
的
に
も
ド
ラ
マ
で
あ
り
、

文
学
的
衝
動
を
も
つ
て
書
か
れ
る
べ
き
も
の
と
し
た
。
そ
の
結
果
、

客
観
性
に
欠
け
た
。
彼
ら
は
愛
国
派
的
な
い
し
王
党
派
的
偏
見
を
揚

棄
し
歴
史
を
政
治
の
手
段
化
か
ら
解
放
し
た
が
、
逆
に
歴
史
を
文
学

の
一
部
分
に
解
消
さ
せ
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
史
学
の
自
覚
が
一
つ
に
は
西
部
へ
の
着
捌
眼
で
あ
る
と
と
・
も

に
、
二
つ
に
は
文
学
的
歴
史
叙
述
か
ら
の
解
放
と
い
う
形
を
と
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

こ
と
は
当
然
の
経
路
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
ア
メ
リ
カ
史
の
叙
述
は
い
つ
ま
で
も
政
治
や
文
学
の
一
分

野
、
イ
ギ
リ
ス
史
学
へ
の
追
従
的
状
態
に
停
滞
し
て
い
な
か
っ
た
。

ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
文
学
的
歴
史
家
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の

ギ
ゾ
ー
か
ら
．
、
窪
①
ω
幽
仙
客
o
o
暁
P
嵩
ρ
皿
①
、
．
、
後
の
オ
ズ
グ
ッ
ド
か
ら

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
．
．
℃
戦
O
ω
①
○
暮
『
ひ
q
曽
＃
o
民
づ
Φ
団
、
、
之
批
判
さ
れ
、
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
誇
張
の
無
批
判
的
性
質
を
指
摘
さ
れ
た
バ
ン
ク
ロ
フ
ト

自
身
が
客
観
的
史
料
操
作
に
の
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
ゲ
ッ
テ

ィ
ン
ゲ
ン
と
ベ
ル
ジ
ソ
と
に
学
び
、
二
i
プ
ー
ル
や
ラ
ン
ケ
の
方
法

に
馴
染
ん
だ
。
彼
は
三
た
び
『
合
衆
国
史
』
を
改
訂
し
た
。
初
版
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ケ
プ
テ
ィ
シ
ズ
ム

は
創
作
性
が
客
観
性
に
優
越
し
た
。
し
か
し
再
版
で
は
「
懐
疑
性
、

オ
き
セ
ン
チ
イ
シ
テ
イ

確
　
実
　
さ
、
根
本
史
料
へ
の
信
頼
、
科
学
的
精
神
が
目
だ
つ
て
来

④た
」
。
　
そ
し
て
一
八
八
三
一
八
五
年
に
決
定
版
が
公
刊
さ
れ
た
と
き
、

彼
は
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
者
た
ち
に
客
観
的
・
批
判
的
方
法

な
く
し
て
歴
史
研
究
は
あ
砂
え
な
い
こ
と
を
身
を
も
っ
て
示
し
た
の

で
あ
っ
た
。
彼
が
と
り
入
れ
た
ド
イ
ツ
的
科
学
的
方
法
は
、
ヘ
ン
リ

ー
・
ア
ダ
ム
ズ
や
ハ
ー
バ
ー
ト
・
B
・
ア
ダ
ム
ズ
を
は
じ
め
ド
イ
ツ
で

勉
強
し
た
若
い
学
徒
に
受
け
つ
が
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

フ
ィ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
」
の
拾
頭
に
寄
与
し
た
。
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
ア
メ
リ
カ
史
学
の
父
」
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
こ
う
し
て

国
内
戦
争
と
戦
後
の
政
治
闘
争
を
経
て
産
業
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
よ
る
国

家
的
統
一
を
塵
天
現
し
た
ア
メ
リ
カ
が
、
ぼ
・
り
大
な
資
、
源
と
古
謡
度
の
機

械
化
と
を
も
っ
て
「
現
代
的
ア
メ
リ
カ
」
の
出
発
点
に
立
つ
た
よ
う

に
、
そ
の
歴
史
叙
述
も
一
八
八
○
年
ご
ろ
か
ら
新
し
い
時
期
を
迎
え

　
　
　
　
⑧

た
の
で
あ
る
。

2

そ
の
關
拓
餐
i
特
に
ア
ン
ド
ル
ー
ズ

　
さ
て
歴
史
研
究
が
客
観
性
を
帯
び
て
来
る
と
、
植
民
地
時
代
お
よ

び
革
命
期
の
真
相
も
つ
ぎ
つ
ぎ
に
明
る
み
に
出
さ
れ
た
。
開
拓
者
に

イ
ェ
ー
ル
大
学
の
C
・
M
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の

オ
ズ
グ
ッ
ド
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
拡
と
も
に
、
革
命
の
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理
解
」
は
植
民
地
側
と
イ
ギ
リ
ス
側
と
の
双
方
か
ら
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
問
題
意
識
に
立
つ
た
。
そ
の
研
究
は
期
せ
ず
し

て
、
一
八
九
八
年
忌
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
に
お
け
る
レ
ポ
ー
ト
と
し

て
発
表
さ
れ
た
（
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
『
ア
メ
リ
カ
の
植
罠
地
時
代
、
一
六
九
〇

i
一
七
五
〇
年
』
　
オ
ズ
グ
ッ
ド
四
．
ア
メ
リ
カ
櫨
民
地
時
代
史
の
研
究
』
）
。
し

か
も
こ
れ
よ
り
先
に
、
オ
ズ
グ
ッ
ド
の
弟
子
G
・
L
・
ビ
ー
ア
は
『
イ

ギ
リ
ス
の
対
ア
メ
リ
カ
植
民
地
通
商
政
策
』
（
一
八
九
三
年
）
と
題
す

る
論
文
を
発
表
し
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
学
者
W
・
J
・
ア
シ
ュ
レ
ー
の

鷺
歴
史
的
・
経
済
的
槻
…
観
』
　
（
一
九
〇
〇
年
）
に
よ
っ
て
補
説
さ
れ
た
。

さ
ら
に
ビ
ー
ア
は
摺
次
い
で
旧
植
民
帝
国
史
に
関
す
る
研
究
を
発
表

し
、
こ
の
方
面
で
の
金
字
塔
を
き
つ
い
た
　
（
『
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
政
策

只
一
九
〇
七
年
》
、
　
『
イ
ギ
リ
ス
植
民
四
度
の
起
源
』
　
角
　
九
〇
八
年
ビ
、
『
旧

植
民
制
度
』
《
一
九
二
〇
年
》
）
。
二
十
世
紀
に
入
っ
て
、
植
民
地
時
代
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

よ
び
革
命
期
の
研
究
は
ア
メ
リ
カ
史
学
界
を
に
ぎ
わ
し
た
の
で
あ
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は
師
の
オ
ズ
グ
ッ
ド
が
主
と
し
て
植
民
地
側
の
政
治

・
制
度
史
を
研
究
し
、
弟
子
の
ビ
ー
ア
が
イ
ギ
レ
ス
側
の
そ
れ
を
専
攻

　
⑩
し
た
。
ま
た
イ
ェ
ー
ル
で
は
、
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
が
爾
側
面
を
同
時
に

担
当
し
た
。
こ
の
三
人
と
、
さ
ら
に
ハ
ー
ヴ
岬
ノ
…
ド
に
お
け
る
ヘ
ン

リ
ー
・
ア
ダ
ム
ズ
の
弟
ツ
す
エ
ド
ワ
ー
ド
・
チ
ャ
ソ
ニ
ン
グ
が
、
　
一
般
に

植
民
地
時
代
史
な
い
し
革
命
史
の
開
拓
者
（
イ
ソ
ピ
ア
リ
ア
ル
・
入
ク

ー
ル
の
始
祖
）
に
数
え
ら
れ
る
。
い
ま
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
史
学
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ア
イ
ナ
リ
テ
イ

の
研
究
者
マ
イ
ケ
ル
・
ク
ロ
ウ
ス
に
よ
っ
て
今
日
な
お
決
定
版
的
弓

　
　
　
⑲

義
を
も
つ
と
称
讃
さ
れ
て
い
る
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
の
業
績
だ
け
を
記
す
．

に
と
ど
め
よ
う
。

　
「
百
五
十
年
の
間
ア
メ
リ
カ
は
英
帝
国
の
一
部
で
あ
っ
た
に
か
か

わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
史
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
側
の
史
料
を
発
見
し
よ

う
と
す
る
系
統
的
努
力
は
歴
史
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
い
さ
さ
か
も
行

　
　
　
　
　
　
⑫

わ
れ
な
か
っ
た
。
」
　
こ
う
い
う
問
題
意
識
の
も
と
に
、
彼
は
ま
ず
種

種
の
史
料
集
を
公
刊
し
（
F
・
G
・
ダ
ヴ
ェ
ソ
ポ
ー
ト
と
協
同
で
O
．
イ
ギ

リ
ス
博
物
館
内
、
　
一
七
八
三
年
に
棄
る
合
衆
士
魂
の
写
本
史
料
手
引
き
』
、
さ

ら
に
『
ア
メ
リ
カ
植
畏
地
蒔
代
史
に
閥
す
る
イ
ギ
リ
ス
詑
録
史
料
』
、
　
『
イ
ギ

リ
ス
繊
麗
欝
保
存
局
内
、
一
七
八
三
年
に
至
る
ア
メ
リ
カ
史
料
案
内
』
）
、
次
い

で
ぞ
く
ぞ
く
と
研
究
を
発
表
し
た
。
比
較
的
初
期
の
著
作
『
植
民
地

時
代
』
（
一
九
江
一
年
）
で
彼
は
い
う
。
こ
の
時
期
に
関
す
る
従
来
の

著
作
者
た
ち
は
、
植
民
地
側
だ
け
を
強
調
す
る
か
ま
た
は
逆
に
ア
メ

リ
カ
の
特
殊
性
を
抹
殺
し
、
本
国
一
植
民
地
関
係
を
等
閑
に
附
し
た
。

だ
か
ら
今
日
必
要
な
こ
と
は
、
両
考
の
比
重
の
回
復
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
が
植
民
地
時
代
史
お
よ
び
革
命
史
を
（
十
分
）
理
解
し
よ
う
と
す
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る
な
ら
ば
、
一
方
で
本
国
側
が
ど
こ
ま
で
植
民
地
を
依
存
状
態
に
お

こ
う
と
し
た
か
を
見
る
と
と
も
に
、
他
方
で
植
民
地
が
自
己
の
問
題

を
自
己
自
身
で
処
理
す
る
意
欲
を
も
つ
て
い
た
次
第
を
見
究
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
こ
う
し
て
彼
は
本
国
と
植
民
地
双
方
の
研
究

を
進
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
二
四
年
に
公
刊
さ
れ
た
著
作
『
ア
メ
リ
カ
革
命
の
植
民
地
時

代
的
背
景
』
は
右
の
立
場
を
再
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
後
の

一
章
『
一
般
的
考
察
』
に
お
い
て
彼
は
当
時
の
英
本
国
の
と
り
す
ま

し
た
支
配
階
級
と
、
植
民
地
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
漢
意
と
を
対

象
的
に
と
り
上
げ
、
闘
争
が
不
可
避
で
あ
っ
た
と
す
る
結
論
を
み
ち

び
く
　
（
こ
の
結
論
は
、
　
一
九
二
六
年
度
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
で
の
会
長
演
説

『
ア
メ
リ
カ
草
命
、
一
解
釈
』
で
強
調
さ
れ
た
）
。
静
的
と
動
的
、
相
反
す

る
社
会
形
態
か
ら
生
じ
た
「
信
念
の
衝
突
」
（
陣
迂
遠
9
0
団
o
o
昌
鼠
。
甑
。
＃
）

の
確
認
は
、
C
・
H
・
フ
ァ
ン
・
タ
イ
ン
や
近
く
は
」
・
C
二
・
・
ラ

ー
ら
に
よ
っ
て
拡
充
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
解

釈
を
発
展
さ
せ
る
契
…
機
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
一
九
三
四
年
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
は
い
よ
い
よ
待
望
の
傑
作
i
彼
の

研
究
の
集
大
成
と
竜
い
う
べ
き
も
の
一
、
　
『
ア
メ
リ
カ
史
の
植
下

地
時
代
』
（
四
巻
）
第
一
巻
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
お
い
て
彼
が
い
お

う
と
し
た
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
初
期
の
ア
メ
リ
カ
史
を
学

ぶ
も
の
は
、
十
七
世
紀
と
十
八
世
紀
と
の
根
本
的
相
違
を
銘
記
し
な

け
れ
ば
・
な
ら
な
い
。
十
七
世
紀
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
的

世
界
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
ほ
と
ん
ど
厳
密
に
「
ア
メ
リ
カ

的
」
と
称
し
う
る
様
態
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
十
八
世
紀
は
到
る
と

こ
ろ
で
「
イ
ギ
リ
ス
ー
ア
メ
リ
カ
抗
争
」
を
提
示
す
る
。
わ
れ
わ
れ

の
歴
史
の
植
民
地
時
代
は
ア
メ
リ
カ
的
と
い
う
よ
り
も
イ
ギ
リ
ス
賦

ア
メ
リ
カ
的
な
の
で
あ
る
、
と
。
・
こ
う
い
う
構
想
の
も
と
に
、
彼
は

第
一
巻
の
後
半
か
ら
諸
植
民
地
の
成
立
と
発
展
と
を
刻
明
に
記
す
。

そ
し
て
最
後
に
政
治
上
・
憲
法
概
念
上
の
抗
争
が
い
か
に
重
要
で
あ

っ
た
か
を
く
り
返
し
、
革
命
の
原
因
を
主
と
し
て
経
済
的
・
社
会
的

フ
ァ
ク
タ
ー
に
お
こ
う
と
す
る
一
派
を
き
び
し
く
批
判
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
彼
が
革
命
の
原
因
を
具
体
的
に
ど
う
解
釈
し
た
か
は
後
に

述
べ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
屯
か
く
サ
イ
エ
ソ
テ
ィ
フ
ィ
ヅ
ク
・
ス

ク
ー
ル
の
登
場
に
よ
っ
て
、
　
「
革
命
運
動
が
政
府
と
個
人
、
イ
ギ
リ

ス
と
植
民
地
、
社
会
的
・
経
済
的
・
地
理
的
・
宗
教
的
無
力
の
複
合

性
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
」
は
も
は
や
動
か
し
が
た
い
事
実
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
い
ま
一
度
ふ
り
返
っ
て
、
十
九
世
紀
末
ま
で
の
革
命
史
把
握
を
検
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被
し
て
見
よ
う
。
愛
国
派
的
見
解
に
端
を
発
し
て
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
の

文
学
的
且
つ
国
民
主
義
的
叙
述
に
流
れ
こ
み
、
広
く
教
科
書
に
採
燦

さ
れ
た
革
命
史
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
革
命
は
す
べ
て
の
植
罠
地

人
が
専
政
を
嫌
い
自
由
を
愛
し
た
と
い
う
、
主
に
そ
れ
だ
け
の
理
由

で
起
つ
た
。
つ
ま
り
す
べ
て
の
植
民
地
人
は
、
自
己
を
支
配
す
べ
き

自
己
自
身
の
権
利
を
外
部
か
ら
無
視
さ
れ
た
た
め
憤
慨
し
、
従
っ
て

彼
ら
す
べ
て
が
政
治
的
自
由
と
平
等
と
の
原
則
に
も
と
つ
く
独
立
国

家
を
つ
く
る
た
め
英
雄
的
反
抗
に
立
上
っ
た
の
で
あ
る
、
と
（
パ
ン

ク
ロ
フ
ト
自
身
、
航
海
条
例
が
圧
政
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
植
団
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

入
は
一
致
し
て
圧
政
1
1
航
海
条
例
に
反
抗
し
た
、
と
き
め
つ
け
て
い
る
）
。

　
し
か
し
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
の
登
場
に
よ
っ
て
、

従
来
の
単
純
な
公
式
－
自
由
の
た
め
一
致
協
力
し
た
人
民
と
自
由

　
　
　
　
　
レ
ジ
ユ
ム

を
拒
否
し
た
制
度
、
両
者
問
に
お
け
る
番
葉
の
う
え
の
不
一
致
か
ら

生
じ
た
闘
争
一
は
存
在
価
値
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
愛
国
派
が
政

治
的
理
想
の
た
め
に
つ
く
し
た
没
我
的
献
身
を
革
命
の
唯
一
の
原
因

と
見
る
こ
と
は
、
な
る
ほ
ど
国
家
の
伝
説
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
正
し
い
歴
史
で
は
な
い
。
独
立
へ
の
主
張
を
明
示

す
る
う
え
に
お
け
る
愛
国
派
指
導
者
た
ち
の
い
ち
じ
る
し
い
遅
滞
性
、

私
的
利
害
に
か
ら
ん
で
植
民
地
人
相
互
の
間
に
見
ら
れ
た
一
体
性
の

欠
点
、
こ
れ
ら
は
厳
然
た
る
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
。
こ
う
し
て
十
九
世
紀
末
か
ら
歴
史
学
者
た
ち
は
経
済
的
利

害
、
主
体
的
人
問
と
客
体
的
な
出
来
事
と
の
偶
然
的
（
な
い
し
は
必
然

的
）
連
鎖
、
人
間
個
人
の
野
心
、
革
命
指
導
者
や
イ
ギ
リ
ス
国
会
議

員
の
偏
見
と
い
っ
た
よ
う
な
問
題
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
来
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
研
究
を
と
お
し
て
、
英
帝
国
内
で
の
自
治
運
動
か

ら
独
立
運
動
に
至
る
闘
争
の
発
展
段
階
…
を
結
ぶ
論
理
を
発
見
し
よ
う

と
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
革
命
史
研
究
者
の
闘
に
は

も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
へ
　
　
も

一
般
約
諒
解
と
も
い
わ
れ
る
べ
き
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
な
ぜ
革
命
戦
争
が
行
わ
れ
た
か
を
理
解
す
る
た
め
に
は
著
名
な

政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
合
雷
電
を
額
面
ど
お
り
受
け
と
る
だ
け
で
は

不
十
分
な
こ
と
（
或
い
は
誤
り
さ
え
も
あ
る
歯
」
と
）
、
各
種
の
個
人
・
集

団
・
地
域
・
社
会
階
層
の
動
き
を
検
討
す
べ
き
こ
と
、
英
帝
国
な
い

し
世
界
の
諸
問
題
と
イ
ギ
リ
ス
暮
ア
メ
リ
カ
抗
争
と
の
関
係
を
知
る

必
要
も
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
革
命
の
原
因
が
複
合
的
で
あ
り

根
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
想
定
は
、
竜
は
や
客
観
的
に
基
準
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

さ
れ
た
事
実
と
い
っ
て
過
需
で
な
い
。

二
　
革
命
原
因
論
の
諸
粕
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こ
う
し
て
語
頭
に
か
か
げ
た
シ
ュ
レ
ー
ジ
ソ
ガ
ー
の
言
葉
は
、
過

去
二
世
代
以
上
に
わ
た
る
客
観
的
な
革
命
史
研
究
の
基
本
を
い
ち
は

や
く
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
し
か
し
、
複
合
雨
湿
原
因
の

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
も

な
か
で
な
に
が
よ
り
基
本
的
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
今
日
な
お
必

ず
し
も
客
観
的
基
準
を
得
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
相
反
す
る

見
解
が
同
時
存
在
す
る
現
状
と
い
っ
て
さ
し
支
え
な
い
。
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
二
つ
に
分
け
て
簡
単
な
紹
介
と
所
見
と
を
述
べ
る
の
が
本
章
の

課
題
で
あ
る
。

1
第
一
カ
テ
ゴ
リ
ー

　
も
ち
ろ
ん
革
命
の
原
因
の
複
合
性
を
認
め
る
が
、
自
治
に
関
す
る

植
民
地
側
の
思
惟
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
し
、
革
命
派
の
政
治
思
想

は
直
接
的
・
物
質
的
利
害
を
も
つ
て
し
て
十
分
説
明
さ
れ
う
る
・
も
の

で
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
概
し
て
イ
ソ
ピ
ア
リ
ア
ル
・
ス
ク
ー
ル

に
代
表
さ
れ
、
大
体
に
お
い
て
革
命
史
研
究
の
主
流
を
な
す
（
こ
こ

で
は
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
を
中
心
と
し
て
、
ビ
…
ア
お
よ
び
フ
ァ
ン
・
タ
イ
ン
だ
け

に
触
れ
る
）
。

　
C
・
M
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
　
　
ま
ず
彼
は
十
八
世
紀
中
ご
ろ
の
イ

ギ
リ
ス
の
状
態
を
述
べ
る
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
精
神
的
∵
社
・
会
的
∵

制
度
酌
に
平
衡
状
態
を
保
っ
て
い
た
。
入
民
の
思
想
お
よ
び
生
活
は

形
式
的
・
月
な
み
で
あ
り
、
新
し
さ
や
変
化
に
対
し
て
自
己
を
閉
ざ
す

風
が
あ
っ
た
。
最
屯
啓
蒙
化
さ
れ
た
人
々
で
さ
え
現
存
秩
序
を
考
え

ら
れ
う
る
最
上
と
見
な
し
、
概
し
て
事
態
を
あ
る
が
ま
ま
に
放
っ
て

お
く
こ
と
で
満
足
し
て
い
た
（
こ
の
点
が
、
嗣
じ
イ
ン
ピ
ア
リ
ア
ル
・
ス

ク
ー
ル
に
嘱
し
な
が
ら
闊
達
性
宍
い
8
①
巨
腰
迎
凱
ω
ヨ
》
を
強
調
す
る
L
・
H
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ギ
ブ
ソ
ン
と
異
な
る
と
こ
ろ
）
。
こ
の
よ
う
な
慣
習
性
は
、
支
配
階
級
が

地
主
層
か
ら
成
っ
て
い
た
事
実
と
表
裏
す
る
。
彼
ら
の
抱
く
封
建
的

優
越
感
、
伝
統
に
対
す
る
強
い
固
執
性
が
国
会
ま
た
は
地
方
政
治
に

決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
国
民
生
活
に
お
け
る
慣
習
性
は
、
政
府
の
対
植
民
地
政

策
に
も
顕
著
に
現
わ
れ
た
。
櫨
民
地
は
日
進
月
歩
し
た
に
か
か
わ
ら

ず
、
本
国
政
府
は
一
世
紀
近
く
に
わ
た
っ
て
政
策
を
変
え
な
か
っ
た
。

商
務
院
（
じ
d
O
9
巴
q
　
O
暁
6
弓
9
創
O
）
が
存
在
し
た
八
十
六
憂
悶
（
一
六
九
六
一

一
七
八
二
年
）
を
通
じ
て
、
そ
れ
は
な
ん
ら
の
修
正
を
も
要
求
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
植
民
相
な
る
竜
の
は
革
命
戦
争
の
直
前
ま
で
設
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
植
民
地
総
督
に
宛
て
た
ぼ
う
大
な
辞
令
書
や
訓
令

書
中
に
も
、
た
だ
一
つ
の
例
外
を
除
い
て
こ
の
八
十
六
年
閥
注
屠
す

べ
き
前
進
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
て
約
一
世
紀
の
間
、
植
民
地
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を
ど
う
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
イ
ギ
リ
ス
側
の
考
え
は
重
大
な
変
化

を
来
た
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
上
に
見
た
よ
う
な
植
斑
地
統
治
上
の
不
活
着
さ
は
、
相
変
ら
ず
慣

習
的
な
植
民
地
観
を
反
映
し
て
い
る
。
地
主
層
の
出
身
と
し
て
、
国

会
議
員
や
行
政
部
役
人
の
政
治
思
想
は
彼
ら
が
小
作
農
民
と
の
間
に

も
つ
関
係
か
ら
類
推
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
植
民
地
は
国
王
の
小
作
地

と
見
な
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
地
主
が
地
代
に
よ
っ
て
生
活
し
た
よ
う

に
、
国
王
と
王
国
と
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
収
入
に
よ
っ
て
利
益
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
、
植
民
地
は
新
し
い
環
境
、
従
っ
て
さ
し
迫
っ
た
必

要
か
ら
新
し
い
秩
序
の
社
会
お
よ
び
政
治
組
織
を
つ
く
り
つ
つ
あ
っ

た
。
イ
ギ
リ
ス
人
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ア
メ
リ
カ
人
に
な
っ
た
か
は

未
だ
適
当
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
e
封
建
的
要
素
を
漸

次
除
去
す
る
物
語
で
あ
り
、
⇔
本
国
の
通
商
政
策
が
植
民
地
側
に
課

し
た
諸
規
制
に
漸
次
自
己
調
整
し
て
ゆ
く
物
語
で
あ
り
、
　
日
自
治
の

技
術
と
し
て
と
り
入
れ
ら
れ
た
植
民
地
議
会
や
教
育
そ
の
難
い
ろ
い

ろ
の
経
験
が
充
実
し
て
ゆ
く
物
語
で
あ
り
、
㈹
特
に
；
植
民
地
時

代
史
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
は
な
い
が
一
1
本
国
議
会
の

追
従
機
関
と
見
な
さ
れ
た
植
民
地
議
会
が
漸
次
脱
皮
・
自
立
し
て
ゆ

ぐ
粉
糞
で
あ
る
。
植
民
地
議
会
は
外
蔀
か
ら
の
干
渉
に
対
す
る
長
期

の
抗
争
を
と
お
し
て
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
庶
民
院
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
自
覚
的
強
力
な
立
法
団
体
へ
と
発
展
し
た
。
敏
民
地
議
会
の
独

自
の
成
長
こ
そ
、
と
り
立
て
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
側
が
こ
れ
を
本
国
議
ム
誤
の
亜
流
と
考
え
た
に
し

て
も
、
そ
の
考
え
は
い
さ
さ
か
も
植
民
地
側
に
通
じ
な
か
っ
た
。
両

者
の
｛
見
解
の
衝
四
突
、
つ
ま
り
信
念
の
衝
剛
突
ボ
ア
メ
リ
カ
革
ム
叩
の
原
因
［

な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
革
命
の
原
因
な
い
し
性
格
は
次
の
よ
う
に

結
論
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
主
と
し
て
政
治
的
・
憲
法
的
運
動
で
あ
り
、

第
二
義
的
に
の
み
財
政
難
・
商
業
的
な
い
し
社
会
的
運
動
で
あ
っ
た
。

根
抵
に
横
わ
る
基
太
・
問
題
は
植
素
地
の
政
治
的
独
立
で
あ
っ
た
。
そ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
お
　
　
　
も

し
て
さ
ら
に
究
極
的
に
分
析
す
れ
ば
、
抗
争
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

民
地
議
会
と
の
間
に
存
在
し
た
」
と
。

　
こ
の
よ
う
に
革
命
を
主
と
し
て
政
治
上
・
憲
法
上
の
運
動
と
し
、

両
議
会
の
信
念
の
衝
突
を
強
調
し
た
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
は
、
次
い
で
革

命
の
経
済
的
解
釈
に
次
の
よ
う
な
き
び
し
い
批
判
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
経
済
的
決
定
論
者
た
ち
は
革
命
が
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
規
制
か
ら

の
解
放
を
め
ざ
す
ア
メ
リ
カ
商
業
ー
プ
ラ
ソ
タ
ー
資
本
主
義
の
動
き

で
あ
る
か
、
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
を
工
業
規
制
か
ら
解
放
さ
せ
る
た
め
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の
運
動
で
あ
っ
た
、
と
信
じ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
理
論
で

考
え
ら
れ
る
ほ
ど
颪
二
的
な
重
商
主
義
体
制
な
る
も
の
は
存
在
し
な

か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
は
一
七
六
三
年
以
前
に
お
い
て
さ
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
コ
カ
ン
テ
イ
リ
ス
ト

必
ず
し
も
全
面
的
に
商
業
資
本
家
本
位
と
は
い
え
な
い
。
政
府
は
商

業
資
本
家
の
要
求
や
繁
栄
と
な
ら
ん
で
、
国
庫
か
ら
の
要
求
や
国
王

の
大
権
、
議
会
の
立
法
的
権
威
な
ど
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
し
か
も
一
七
六
三
年
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
植
民
地
政
策
は

多
く
の
重
要
な
点
に
お
い
て
明
白
に
商
業
資
本
家
の
利
害
と
喰
い
違

っ
て
来
た
。
国
王
の
布
告
、
印
紙
条
例
、
宣
言
条
例
、
ク
ェ
ベ
ヅ
ク

条
例
な
ど
は
そ
の
臼
的
に
お
い
て
決
し
て
商
業
資
本
家
本
位
で
は
な

い
。
同
様
の
正
当
さ
を
も
っ
て
次
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
砂

糖
条
例
や
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ド
条
例
は
よ
り
多
く
歳
入
の
た
め
の
対
策
で

あ
っ
て
、
資
本
家
の
繁
栄
以
上
に
国
庫
が
必
要
と
し
た
と
こ
ろ
の
も

の
で
あ
る
、
と
。
け
だ
し
、
七
年
戦
争
後
の
負
債
は
一
億
四
千
万
ポ

ン
ド
に
達
し
た
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
政
府
は
商
業
資
本
家
の
利

益
以
外
の
他
の
利
益
を
顧
慮
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
彼
ら
の
要
求
を
十
分

満
た
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
さ
え
感
じ
た
。
当
時
イ
ギ
リ
ス
に
お

い
て
、
行
政
部
の
行
為
や
議
会
の
立
法
が
実
業
家
の
圧
力
に
よ
っ
て

必
然
的
に
決
定
さ
れ
た
と
主
足
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
臆
測
に
す
ぎ

な
い
。
な
ぜ
な
ら
商
業
資
本
家
が
欲
し
な
か
っ
た
点
は
、
植
民
地
へ

の
課
税
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
植
民
地
側
は
本
国
の
政
策
に
強
く
反
対
し
、
ニ
ュ
ー
・

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
先
頭
と
し
て
対
立
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
断
行
し
た
。
し

か
し
こ
れ
に
お
い
て
、
植
民
地
側
は
革
命
を
準
備
し
て
い
た
の
で
は

な
い
。
た
だ
通
商
上
の
不
満
の
除
去
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
の
折
衝
を

意
図
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
は
じ
め
通
商

痘
毒
や
財
政
的
負
担
に
対
す
る
抗
議
で
あ
り
、
主
と
し
て
商
人
層
が

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
そ
れ
は
商
人
層
の
指

導
か
ら
他
の
グ
ル
ー
プ
、
通
商
問
題
を
二
義
的
と
し
「
人
間
の
権
利

と
自
由
」
を
問
題
に
し
た
グ
ル
ー
プ
の
手
に
移
っ
た
。
彼
ら
は
通
商

上
の
不
満
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
な
く
、
憲
法
上
の
要
求
を
第
一

義
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
要
求
一
そ
れ
は
根
抵
に
お
い
て
、
植
民

地
各
個
が
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
問
題
を
自
己
自
身
で
処
理
し
よ
う
と
す

る
決
意
を
代
弁
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
ー
ー
の
背
後
に
は
、
い
ち

じ
る
し
く
多
様
な
地
方
的
不
満
が
あ
っ
た
。
財
政
上
の
、
土
地
関
係

の
、
政
治
上
の
、
宗
教
上
の
諸
不
満
が
。
だ
か
ら
す
べ
て
に
共
通
し

た
一
つ
の
不
満
が
あ
っ
た
と
か
、
そ
の
不
満
が
ま
っ
た
く
商
業
的
或

い
は
工
業
的
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
事
実
に
反
す
る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
憲
法
上
の
問
題
は
は
や
く
一
七
六
五
年
（
印
紙
条
例
を

め
ぐ
っ
て
）
に
起
っ
て
い
る
。
そ
し
て
通
商
上
・
財
政
上
の
不
満
が
ボ

イ
コ
ッ
ト
の
失
敗
と
と
も
に
重
要
性
を
減
ず
る
に
及
び
、
憲
法
上
の

論
争
が
七
〇
年
以
後
の
主
要
問
題
と
な
っ
た
。
植
畏
地
諸
都
市
や
諸

議
会
の
決
議
文
、
大
陸
会
議
の
宣
言
文
や
独
立
群
書
書
の
よ
う
な
公

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
コ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

文
書
の
な
か
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
束
縛
か
ら
の
解
放
を
示

す
よ
う
な
語
句
、
或
い
は
工
業
へ
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
よ
う
と
す

る
要
求
は
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
　
（
例
え
ば
独
立
宣
言
書
の
二
十
七

項
目
中
、
経
済
的
不
満
を
示
す
も
の
は
一
つ
に
す
ぎ
な
い
）
。
　
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
第
一
次
大
陸
会
議
の
「
臨
書
お
よ
び
決
議
㎏
（
⇔
Φ
。
冨
惹
ぎ
嵩
舞
侮

即
①
ω
o
客
。
の
。
隔
夢
⑦
O
o
艮
ぼ
窪
鐘
一
〇
8
σ
q
話
ω
。
っ
）
は
次
の
よ
う
に
謳
っ
て

い
る
。
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
帝
国
全
体
の
通
商
利
益
を
本
国
に
確
保
せ

し
め
、
且
つ
本
国
内
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
分
子
の
通
商
利
益
を
確
保
す

る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
法
律
が
誠
鉄
脚
を
も
つ
て
わ
れ
わ
れ
の
対

外
通
商
を
規
制
す
る
に
と
ど
ま
る
限
り
、
か
か
る
法
律
の
施
行
に
喜

ん
で
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
要
す
る
に
ア
メ
リ
カ
側
の
抗
議

は
一
七
六
三
年
前
に
行
き
わ
た
っ
て
い
た
「
調
和
と
統
一
の
状
態
」
、

つ
ま
り
「
帝
国
全
体
に
恩
恵
的
で
あ
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
全
体
か
ら

も
強
ぐ
希
求
せ
ら
れ
た
」
状
態
…
一
そ
の
状
態
に
お
い
て
は
、
か
え

っ
て
政
府
の
目
的
と
商
業
資
本
家
の
利
害
と
が
六
三
年
後
よ
り
も
は

る
か
に
一
致
し
て
い
た
一
…
i
に
帰
る
こ
と
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
人
は
次
の
事
実
を
疑
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
自
治
お
よ
び
独
立
へ
の

運
動
の
背
後
に
は
通
商
上
・
財
政
上
・
法
律
上
・
社
会
上
・
工
業
上
の
諸

要
因
が
存
在
し
た
こ
と
を
。
し
か
し
以
上
の
ど
の
一
つ
も
、
そ
れ
自

体
で
は
革
命
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
過
去
の
出

来
事
を
階
級
闘
争
、
経
済
的
利
害
の
衝
突
だ
け
と
し
て
見
る
こ
と
は
、

歴
史
の
あ
ま
り
に
も
は
な
は
だ
し
い
単
純
化
で
あ
る
。
け
だ
し
、
問

題
点
の
単
純
化
は
必
ず
極
端
に
単
一
化
さ
れ
た
解
答
を
も
た
ら
す
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
植
民
地
生
活
の
社
会
的
側
面
を
い
か
に
多
く
研

究
し
て
も
…
i
今
日
ま
る
で
な
に
か
新
し
い
こ
と
の
よ
う
に
誇
り
と

さ
れ
て
い
る
が
一
、
そ
れ
だ
け
で
は
一
七
七
五
年
か
ら
七
六
年
に

至
る
事
態
は
説
明
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
を
排
除
し
て
経
済
的

様
態
の
み
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
物
的
資
源
を
人
面
の
幸
福
の
た
め

に
活
用
す
る
精
神
力
を
と
り
上
げ
ず
、
感
情
や
道
義
性
の
影
響
力
を

無
視
し
、
人
間
性
の
豊
沢
な
素
質
や
取
捨
選
択
に
迷
う
政
治
家
の
悩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
エ
イ
ウ
ア
コ
ド
ネ
ス

み
、
或
い
は
出
来
事
自
体
の
竜
つ
気
ま
ぐ
れ
と
不
確
実
さ
と
を
軽

視
し
て
、
人
間
の
出
来
事
を
物
質
的
な
事
柄
だ
け
か
ら
解
釈
す
る
こ
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と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
革
命
史
の
学
徒
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
㍉
植
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

地
生
活
の
制
度
上
・
構
造
上
の
様
態
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
G
・
五
・
ビ
ー
ア
　
　
政
治
上
・
憲
法
上
の
運
動
を
第
一
義
と
し
、
イ
ギ

リ
ス
議
会
と
植
飛
地
議
会
と
の
見
解
の
衝
突
を
羽
幌
し
た
ア
ン
ド
ル
…
ズ
の

立
場
は
、
大
体
に
お
い
て
ビ
ー
ア
に
も
通
ず
る
。
彼
は
旧
英
帝
国
に
お
け
る
互

　
　
　
　
　
⑲

恵
性
を
指
摘
し
、
　
七
年
戦
争
後
の
歳
入
対
策
に
革
命
の
決
定
的
要
因
を
認
め

た
後
、
　
門
社
会
心
理
」
的
要
素
を
強
調
す
る
。
　
「
な
ん
ら
か
の
政
策
が
二
つ

の
社
会
集
団
の
関
係
に
及
ぼ
す
力
学
的
影
響
を
研
究
す
る
場
合
に
は
、
　
し
ば

し
ば
、
　
そ
の
集
鋤
の
考
え
た
と
こ
ろ
の
こ
と
が
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
よ
り
も

結
果
と
し
て
境
わ
れ
る
と
い
う
事
実
を
知
る
の
が
肝
要
で
あ
る
。
　
例
え
ば
、

英
本
国
か
ら
の
輸
入
品
に
関
税
を
課
し
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
　
櫨
空
地
側
で

は
完
全
な
行
動
の
霞
由
を
束
縛
す
る
も
の
と
意
識
さ
れ
た
。
　
植
民
調
度
が
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

民
地
側
に
最
も
満
足
を
与
え
な
か
っ
た
の
は
、
実
に
こ
の
点
で
あ
っ
た
」
と
。

　
つ
ま
り
ビ
ー
ア
は
、
　
草
命
の
原
因
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
る
規
制
の
実
際

．
よ
り
も
そ
の
権
威
の
無
制
約
性
で
あ
り
、
　
植
民
地
に
お
け
る
完
全
自
治
の
要

求
と
抵
触
し
た
点
に
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
C
・
H
・
フ
ァ
ン
・
タ
イ
ン
　
　
　
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
や
ビ
ー
ア
ら
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
た
政
治
思
想
上
な
い
し
社
会
心
理
上
の
抗
争
を
本
格
的
に
検

討
し
、
　
そ
れ
が
強
制
的
課
税
と
な
ら
ん
で
革
命
の
よ
り
基
本
的
な
原
閃
で
あ

っ
た
と
す
る
。
要
旨
を
述
べ
よ
う
。

　
人
は
次
の
垂
要
な
事
実
を
見
の
が
し
て
ば
な
ら
な
い
。
　
す
な
わ
ち
、
ア
メ

リ
カ
革
命
は
政
治
的
に
い
っ
て
英
本
国
と
十
三
植
民
地
と
の
衝
突
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ア
ク
シ
コ
あ
ル
ロ
ゥ
オ
ロ

ば
か
り
で
な
く
、
英
帝
国
内
の
党
派
酌
戦
争
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
人
の
な
か
に
は
、
　
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を
頂
点
と
す
る
イ
ギ
リ
ス

官
吏
群
の
意
向
の
弁
護
人
が
い
た
し
、
　
イ
ギ
リ
ス
の
な
か
に
も
ピ
ッ
ト
や
パ

ー
ク
の
よ
う
に
植
斑
地
に
寛
大
な
人
々
が
あ
り
、
　
さ
ら
に
カ
ム
デ
ン
卿
や
ジ

ョ
ン
・
カ
ー
ト
ラ
イ
ト
の
よ
う
に
、
　
イ
ギ
リ
ス
立
憲
政
治
原
理
の
解
釈
に
お
、

い
て
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ア
ダ
ム
ズ
や
ジ
エ
ー
ム
ズ
・
オ
ー
テ
ィ
ス
と
一
致
し
た

人
々
も
あ
っ
た
。
　
し
か
し
カ
ム
デ
ン
や
カ
ー
ト
ラ
イ
ト
の
よ
う
な
考
え
を
し

た
人
々
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
少
数
派
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
　
そ
れ
に
反
し
ア
ダ

ム
ズ
や
オ
ー
テ
ィ
ス
に
同
調
し
た
昏
々
は
、
　
ア
メ
リ
カ
で
は
多
数
派
を
占
め

た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
帝
国
の
統
一
を
脅
か
し
た
の
で
あ
る
。
　
ア
メ
リ
カ

と
イ
ギ
リ
ス
と
は
共
通
の
根
源
か
ら
発
す
る
政
治
的
原
理
お
よ
び
伝
統
を
も

ち
、
　
政
治
的
自
由
へ
の
理
想
に
お
い
て
不
思
議
な
ほ
ど
よ
く
似
て
い
た
し
、

黒
板
正
義
へ
の
観
念
も
共
逮
で
あ
っ
た
。
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
上
の
機

会
と
環
境
と
が
政
治
的
自
由
を
享
有
す
る
う
え
の
相
違
を
も
た
ら
し
た
の
で

あ
る
。
　
こ
の
対
跳
性
は
い
か
に
強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
サ
ミ

ュ
エ
ル
・
ア
ダ
ム
ズ
を
は
じ
め
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
は
次
の
よ
う
に
確
信
し

た
。
　
イ
ギ
リ
ス
の
立
憲
政
治
原
理
は
「
神
と
自
然
と
の
法
」
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
、
法
お
よ
び
理
性
の
原
理
に
立
脚
し
て
い
る
。
　
だ
か
ら
議
会
は
そ
れ
を
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アメリカ革命史の歴史（今津）

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
。
　
と
こ
ろ
が
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を
は
じ

め
イ
ギ
リ
ス
人
の
多
く
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
　
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
原

理
は
常
に
動
き
つ
つ
あ
る
。
　
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
で
さ
え
今
日
で
は
一
部
分
立

憲
的
で
な
い
た
め
、
修
正
の
要
が
あ
る
と
。
　
二
つ
の
観
念
の
闇
に
は
妥
協
を

見
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
　
こ
う
い
う
政
治
的
思
樵
に
お
け
る
基
本
的
相

違
が
、
　
本
国
と
植
民
地
と
の
双
方
を
性
急
且
つ
懐
疑
的
に
し
た
の
で
あ
る
ー

ー
両
者
が
航
海
条
例
や
印
紙
条
例
を
め
ぐ
っ
て
論
争
し
始
め
た
と
き
に
。
要

す
る
に
、
政
治
思
想
の
梱
違
が
強
制
的
課
税
と
い
う
具
体
的
問
題
と
同
様
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

帝
国
を
瓦
壊
さ
せ
る
原
隣
で
あ
っ
た
、

2
　
そ
の
補
遣

　
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
、
ビ
ー
ア
、
フ
一
・
ソ
・
タ
イ
ン
系
列
の
「
信
念
の

衝
突
」
を
さ
ら
に
整
理
し
た
の
が
、
近
時
革
命
史
研
究
者
と
し
て
知
ら

れ
る
J
・
C
・
ミ
ラ
ー
で
あ
る
。
彼
は
ハ
ッ
カ
ー
や
ビ
ー
ア
ド
と
同

様
経
済
酌
動
機
の
重
要
性
を
認
め
な
が
ら
結
局
は
経
済
的
動
機
以
上

の
も
の
、
・
つ
ま
り
政
治
的
・
精
神
的
自
由
へ
の
要
求
を
高
く
評
価
し
、

ア
メ
リ
カ
精
神
と
イ
ギ
リ
ス
精
神
と
の
背
反
を
革
命
の
よ
り
基
本
的

原
因
に
お
こ
う
と
す
る
。
彼
の
雷
葉
を
借
り
れ
ば
、
　
「
イ
ギ
リ
ス
人

と
ア
メ
リ
カ
人
が
武
力
に
訴
え
る
ま
で
十
年
間
抗
争
の
武
器
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

・
も
の
は
実
に
思
想
で
あ
っ
た
」
。
　
そ
の
意
味
で
彼
は
経
済
的
解
釈
に

着
眼
し
な
が
ら
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
ア
ソ
ド
ル
…
ズ
や
ビ
ー
ア
の
線
に

立
と
う
と
す
る
屯
の
の
よ
う
で
あ
る
。
革
命
の
原
因
に
関
す
る
ミ
ラ

ー
の
要
旨
を
聴
こ
う
。

　
確
か
に
、
植
民
地
人
の
不
満
の
背
景
に
は
経
済
的
理
由
が
存
在
し

た
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
点
は
、
七
年
戦
争
が
終
る
ま
で
彼
ら
は
経

済
的
自
由
へ
の
諸
制
限
に
対
し
て
強
い
抗
議
を
行
わ
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
種
な
の
制
限
が
加
わ
っ
た
。
だ
が
た
と

え
ど
の
よ
う
な
条
例
が
実
施
さ
れ
た
に
し
て
も
、
植
民
地
経
済
の
打

撃
は
大
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
植
罠
地
に
は
重
要
な
羊
毛
晶
取
7

引
は
な
か
っ
た
。
ま
た
幅
子
取
引
の
禁
止
や
鉄
工
業
の
規
制
も
、
そ

れ
ほ
ど
の
窮
状
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
物
晶
は
ア
メ
リ

カ
で
つ
く
ら
れ
る
よ
り
電
本
国
か
ら
輸
入
し
た
方
が
安
く
つ
く
か
ら

で
あ
る
し
、
失
業
者
も
常
に
農
業
方
面
へ
吸
収
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ

る
。
　
そ
の
う
え
帽
子
・
羊
毛
・
羊
毛
昂
は
、
　
一
植
民
地
か
ら
他
の

植
民
地
へ
輸
出
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
主
と
し
て
規
定
さ
れ
た
に

す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
植
民
地
工
業
の
最
も
重
要
な
部
分
は
大
し
て

制
限
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
大
量
の

靴
を
つ
く
り
、
他
の
植
民
地
と
の
問
に
広
汎
な
靴
取
引
を
行
な
っ
た

し
、
石
鹸
・
蝋
燭
∵
皮
革
製
品
・
馬
車
類
の
生
産
も
イ
ギ
リ
ス
議
会
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の
干
渉
な
く
し
て
行
わ
れ
た
。
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
は
ど
の
よ
う

に
経
済
的
統
制
が
加
わ
っ
て
も
、
そ
れ
が
圧
政
と
は
容
易
に
感
じ
な

か
っ
た
。
彼
ら
が
そ
れ
を
自
覚
し
た
の
は
、
よ
う
や
く
印
紙
条
例
の

通
過
後
に
す
ぎ
な
い
。
本
国
か
ら
の
相
次
ぐ
経
済
統
制
が
真
に
革
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

史
上
に
重
要
・
な
意
義
を
も
つ
の
は
、
そ
れ
が
植
民
地
経
済
に
与
え
た

も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ル
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
め
　
　
あ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ら
　
　
へ
　
　
る
　
　
も
　
　
コ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヨ

影
響
で
あ
る
よ
り
竜
、
む
し
ろ
植
民
地
人
の
心
理
に
与
え
た
影
響
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
植
民
地
人
は
羊
で
あ
り
イ
ギ
リ
ス
の
商

工
業
者
は
羊
飼
い
で
あ
る
、
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
不
満
に
見

ら
れ
る
心
理
で
あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
疑
い
も
な
く
ア
メ
リ
カ
革
命
運

動
の
根
抵
に
は
経
済
的
不
満
が
あ
り
、
そ
れ
が
北
部
商
人
や
南
部
プ

ラ
ン
タ
ー
の
態
度
を
決
定
す
る
う
え
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
が
堪
　
え
が
た
い
経
済
的
圧
迫
か
ら
叛

乱
を
起
し
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
七
六
三
－
六
五
年
に
七

年
戦
争
後
の
不
況
が
あ
っ
て
か
ら
は
、
概
し
て
革
命
戦
争
に
至
る
ま

で
植
民
地
は
繁
栄
し
た
。
人
口
は
一
世
代
ご
と
に
倍
加
し
、
イ
ギ
リ

ス
製
贔
に
対
す
る
需
要
も
そ
れ
に
つ
れ
て
増
加
し
た
。
多
く
の
ニ
ュ

ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
都
市
で
は
、
生
活
の
困
窮
を
訴
え
る
人
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
事
実
、
海
港
都
市
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
謳
歌
し
つ
づ
け

た
。
そ
れ
ゆ
え
一
七
み
ハ
五
年
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
自
由
と
安
密
丁

と
に
対
す
る
脅
威
は
、
通
商
や
工
業
生
産
に
課
廿
ら
れ
た
諸
統
制
か

ら
来
た
と
い
う
よ
り
屯
植
民
地
か
ら
歳
入
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
イ
ギ

リ
ス
議
会
の
意
図
か
ら
来
た
・
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ギ

リ
ス
議
会
が
ア
メ
リ
カ
人
の
政
治
的
権
利
を
侵
害
し
た
こ
と
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
反
抗
で
あ
り
、
経
済
的
不
満
は
二
義
的
で
あ
っ
た
、
と
。
形
而
下

的
諸
条
件
の
重
要
性
に
着
眼
し
つ
つ
も
、
革
命
の
原
因
を
そ
れ
以
上

の
も
の
に
綜
合
し
よ
う
と
し
た
ミ
ラ
ー
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
研
究
者

に
と
っ
て
魅
力
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

　
で
は
社
会
運
動
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
革
命
を
「
き
わ
め
て
簡
潔
・

明
快
ま
た
説
得
的
に
」
提
示
し
、
ビ
ー
ア
ド
ら
の
絶
讃
を
浴
び
て
不

朽
の
名
を
残
し
た
ア
メ
リ
カ
社
会
史
の
開
拓
者
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ジ

ェ
ー
ム
ソ
ン
は
ど
う
か
。
祉
会
史
家
F
・
B
・
ト
ー
レ
ス
は
彼
を
評

価
し
て
い
う
。
コ
八
九
三
年
忌
タ
ー
ナ
ー
、
一
九
ニ
ニ
年
の
ビ
ー
ア

ド
と
同
様
、
一
九
二
五
年
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
の
ジ
ェ
ー
ム
ソ
ソ

の
講
義
は
近
時
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
史
学
の
一
時
期
を
画
す
べ
き
業

績
で
あ
り
、
新
し
い
歴
史
研
究
と
解
釈
と
を
示
す
道
標
で
あ
っ
た
。

ジ
エ
ー
ム
ソ
ソ
以
晶
朋
に
は
、
　
輩
・
A
椰
は
政
治
陥
剛
・
外
山
父
酌
・
雷
工
畢
〃
附
隊
埠

史
の
一
章
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
…
ム
ソ
ソ
以
後
そ
れ
は
な
に
か
違
っ
た

も
の
、
よ
り
大
き
な
も
の
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
社
会
を
ゆ
す
ぶ
る
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騒
擾
、
ア
メ
リ
カ
精
神
の
急
激
な
発
展
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。

そ
の
よ
う
に
、
彼
の
力
作
は
今
日
も
な
お
半
古
典
と
し
て
生
き
つ
づ

け
る
も
の
で
あ
る
。
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
は
じ
め
て
革
命
の
社
会

的
・
文
化
的
様
態
を
包
括
的
に
と
り
上
げ
た
ジ
ェ
ー
ム
ソ
ソ
に
お
い

て
さ
え
、
そ
の
原
因
の
政
治
史
的
解
釈
と
い
う
点
で
は
ア
ン
ド
ル
ー

ズ
や
ビ
ー
ア
の
域
を
出
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
彼
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
比
較
し
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
革
命
の
性

格
に
触
れ
る
。
後
者
を
前
者
と
同
じ
よ
う
に
見
る
こ
と
は
、
そ
の
最

屯
い
ち
じ
る
し
い
対
瞭
性
を
無
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
革

命
を
起
し
た
人
々
の
意
図
は
、
明
ら
か
に
政
治
的
で
あ
っ
て
社
会
的

で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
場
合
に
は
、
革
命

派
は
不
正
な
政
治
お
よ
び
社
会
組
織
の
い
ず
れ
に
も
反
抗
し
た
。
ア

ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
革
命
は
そ
う
で
は
な
い
。
彼
ら
は
自
己
の
社

会
組
織
を
破
壊
す
る
こ
と
も
改
造
す
る
こ
と
も
欲
し
な
か
っ
た
。
彼

ら
は
政
治
的
自
由
を
求
め
ば
し
た
が
、
革
命
を
一
定
の
限
界
入
植
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

地
の
独
立
）
以
上
に
拡
大
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
、
と
。

　
で
は
、
も
つ
ば
ら
植
民
地
の
独
立
を
意
図
し
た
革
命
を
理
解
す
る

に［

魔
ﾁ
て
、
ゆ
な
一
せ
ジ
ェ
ー
ム
ソ
ソ
は
覧
て
あ
ル
を
「
社
ム
云
運
動
…
」
と
い
・
り

観
点
か
ら
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
趣
旨
は
次
の
よ
う
に
簡
単
で
あ

る
。
確
か
に
革
命
派
は
政
治
的
目
的
だ
け
を
追
求
し
た
が
、
政
治
組

織
と
社
会
組
織
と
は
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
を
も
つ
て
い
る
た
め
、

前
者
が
急
激
に
変
化
す
る
の
に
後
者
が
変
ら
な
い
で
い
る
は
ず
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
、
と
。
つ
ま
り
、
植
畏
地
独
立
運
動
に
附
随
し
て
起
つ
た
社
会
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

変
化
の
諸
様
態
を
見
る
の
が
彼
の
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
狭
い

意
味
の
社
会
的
様
態
だ
け
で
な
く
経
済
的
・
政
治
的
・
文
化
的
諸
相

を
検
討
し
な
が
ら
、
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
ら
の
政
治
史
的
把
握
が
ジ
ェ
ー

ム
ソ
ソ
に
も
基
調
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3

第
ニ
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
革
命
原
因
論
の
検
討

　
さ
て
第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
本
圏
一
－
植
民
地
問
に
お
け
る
政
治

上
・
憲
法
上
の
思
想
の
相
違
を
先
の
グ
ル
ー
プ
ほ
ど
決
定
的
と
は
見

な
い
。
つ
ま
り
、
政
治
上
・
憲
法
上
の
見
解
の
相
違
は
よ
り
基
本
的

な
経
済
的
・
社
会
的
要
因
の
所
産
に
す
ぎ
な
い
か
、
ま
た
は
た
と
え

前
者
が
抗
争
の
主
要
因
で
あ
っ
た
と
し
て
も
別
種
の
抗
争
（
経
済
酌
・

社
会
的
抗
争
）
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
容
易
に
避
け
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
L
・
鍼
・
ハ
ッ
カ
ー
一
人
を
挙
げ
て
、

大
体
の
傾
向
を
う
か
が
っ
て
見
よ
う
（
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
ニ
ュ
ア
ン

ス
の
相
違
は
あ
れ
C
・
P
・
ネ
ッ
テ
ル
ス
、
H
・
M
・
モ
レ
…
ス
、
ミ
リ
ア15 （167）



ム
・
ビ
ー
ア
ド
ら
が
含
ま
れ
る
）
。

　
彼
は
考
え
る
。
植
民
地
ー
イ
ギ
リ
ス
關
に
お
け
る
商
工
業
的
利
益

の
衝
突
が
革
命
の
原
因
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
革
命
の
成
功
は
構
造

論
的
に
い
う
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
商
業
資
本
主
義
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ

商
業
琵
プ
ラ
ン
タ
ー
資
本
主
義
の
勝
利
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
、
と
。

こ
う
い
う
立
場
か
ら
、
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
罫
ビ
ー
ア
系
列
に
在
る
一
群
の

歴
史
学
者
へ
の
彼
の
批
判
は
す
こ
ぶ
る
攻
撃
的
雄
心
を
帯
び
て
い
る
。

　
「
ア
メ
リ
カ
の
学
者
た
ち
は
、
一
七
六
三
年
ピ
ッ
ト
を
し
て
仏
領
西

イ
ン
ド
の
代
り
に
カ
ナ
ダ
を
要
求
さ
せ
た
動
機
に
つ
き
、
多
年
ビ
ー

ア
の
誤
っ
た
解
釈
に
迷
わ
さ
れ
て
来
た
。
ビ
ー
ア
の
主
張
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
ピ
ヅ
ト
は
帝
国
維
持
の
大
き
な
夢
を
も
つ
て
い
た
。

こ
の
夢
と
そ
れ
か
ら
生
じ
た
帝
国
政
策
と
が
、
植
民
地
1
1
本
国
間
の

抗
争
を
準
備
…
し
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
英
帝
国
は
、
賢
明
な
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
ア
レ
ガ
ニ
ー

山
脈
以
西
に
よ
り
以
上
の
移
住
を
行
な
う
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
ね
ば
な

ら
ず
、
植
斑
地
毛
皮
商
入
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
搾
取
馬
立
止
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
英
帝
国
は
、
帝
国
防
衛
体
制
を
必
要
と
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
本
国
軍
隊
が
植
民
地
に
派
遣
さ
れ
、
軍
隊
の
駐
屯
お

よ
び
維
持
の
た
め
の
方
策
が
講
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
英
帝
国
は
、
歳
入
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
も
つ
て
新
し
い
財
、
源
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
情
況
の
鎖
は
完
全
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
鎖
は
最
屯

弱
い
環
…
－
実
に
長
い
間
わ
が
道
を
行
く
こ
と
を
許
さ
れ
て
来
た
自

由
を
愛
す
る
個
人
主
義
的
な
植
民
地
人
か
ら
、
課
税
と
い
う
手
段
を

用
い
て
資
金
を
徴
発
し
た
こ
と
一
で
、
ぷ
っ
つ
り
と
切
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
。
こ
の
よ
う
に
ビ
ー
ア
お
よ
び
彼
に
従
っ
た

研
究
者
た
ち
は
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
七
六
三
－
七
五

年
の
事
態
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
が
実
際
に
は
決
し
て
変
ら
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
ピ
ッ
ト
お
よ
び
そ
の
後
継
者
た
ち
は
ク
ロ

ム
ウ
ェ
ル
が
一
世
紀
以
上
も
ま
え
に
敷
設
し
た
と
同
じ
線
を
正
確
に

辿
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な
い
限
り
、
な
ん
ら
の
意
味
を

も
も
た
な
い
。
彼
ら
の
計
画
の
目
的
は
、
植
民
地
資
本
家
と
の
競
争

の
結
果
い
ま
や
危
殆
に
ひ
ん
し
た
イ
ギ
リ
ス
資
本
家
の
擁
護
で
あ
っ

た
。
も
し
血
痕
地
か
わ
歳
入
を
あ
げ
る
こ
と
に
問
題
の
中
心
が
あ
っ

た
と
す
る
な
ら
、
印
紙
条
例
や
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ド
条
例
の
急
速
な
撤
回

な
ら
び
に
糖
蜜
関
税
の
引
下
げ
を
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
説
明
す
れ
ば
よ

い
の
か
。
さ
ら
に
ま
た
、
種
な
の
点
か
ら
航
海
条
例
を
強
化
し
通
過

条
例
を
可
決
し
、
鉄
を
列
挙
品
目
の
リ
ス
ト
に
加
え
、
葡
萄
酒
貿
易
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の
統
制
権
を
イ
ギ
リ
ス
に
確
保
さ
せ
、
黒
雲
地
の
茶
販
売
業
に
対
し

て
菓
イ
ン
ド
会
社
に
独
占
権
を
与
え
よ
う
と
し
た
企
図
を
、
わ
れ
わ

れ
は
ど
う
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
抗
争
は
従
来
や
か
ま
し
く
い
わ

れ
て
来
た
よ
う
な
、
政
治
上
お
よ
び
憲
法
上
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
課
税
権
お
よ
び
、
究
極
的
に
分
析
す
る
な
ら

カば
自
然
権
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
竜
な
い
。
そ
れ
は
植
民
地
の

製
造
業
、
未
開
地
と
毛
皮
、
砂
糖
、
葡
萄
酒
、
茶
な
ら
び
に
通
貨
を

め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
た
だ
、
重
商
主

義
体
制
の
帝
国
一
植
民
地
機
樽
内
で
イ
ギ
リ
ス
商
業
資
本
主
義
が
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

き
残
る
か
崩
壊
す
る
か
を
意
味
し
た
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

　
ハ
ッ
カ
ー
が
イ
ソ
ピ
ア
リ
ア
ル
・
ス
ク
ー
ル
に
対
し
て
い
か
に
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

判
的
で
あ
っ
た
か
は
、
以
上
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
イ
ギ
リ
ス
商
業
資
本
主
義
と
ア
メ
リ
カ
商
業
資
本
主
義
と
の
抗
争

と
い
う
ハ
ッ
カ
ー
の
シ
ェ
ー
マ
は
（
資
本
主
義
の
概
念
規
定
は
一
応
こ
こ

で
措
く
と
し
て
）
、
　
ジ
ェ
ソ
セ
ソ
教
授
も
い
う
よ
う
に
広
い
意
味
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

般
に
承
認
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
一
九
一
二
五
年
の
ハ
ッ
カ

ー
（
論
文
『
第
一
次
ア
メ
リ
カ
革
命
』
を
書
い
た
こ
ろ
の
ハ
ッ
カ
ー
）
の
醤

葉
の
な
か
に
は
、
イ
ソ
ピ
ア
リ
ア
ル
・
ス
ク
ー
ル
の
政
治
史
的
・
制

度
史
的
解
釈
に
対
す
る
意
識
的
反
擁
が
潜
み
、
従
っ
て
多
少
の
誇
張

が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
ギ
プ
ソ
ソ
が
極
力
主
張
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

お
り
七
年
戦
争
は
近
代
史
上
稀
に
見
る
大
戦
争
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
が
新
し
い
局
面
に
即
応
す
る
た
め
或
る
程
度
の
政

策
転
換
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
や
ビ
ー
ア
ら
と
と
も

に
事
実
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
意
味
で
、
ピ
ッ
ト
お
よ
び
そ
の
後
継

者
の
政
策
を
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
そ
れ
と
の
連
続
面
か
ら
の
み
見
る
ハ

ッ
カ
ー
的
解
釈
は
、
誇
張
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
事
実
わ
れ
わ

れ
は
新
し
い
事
態
の
到
来
を
、
対
植
民
地
西
部
規
制
や
歳
入
対
策
に

　
　
　
　
　
　
　
⑪

見
い
だ
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
反
面
、
七
年
戦
争
に
よ
る
イ

ギ
リ
ス
政
策
の
転
換
性
を
過
大
評
価
す
る
ビ
ー
ア
一
派
に
対
し
て
竜
、

わ
れ
わ
れ
は
よ
り
以
上
の
疑
問
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
第
一
に
、

戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
と
商
業
資
本
家
の
利
害
と
を
そ
れ
ほ
ど
切

り
離
し
て
考
え
る
べ
き
か
。
戦
前
に
お
い
て
、
帝
国
の
安
定
と
商
業

資
本
の
繁
栄
と
は
ほ
ぼ
岡
義
語
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
戦
後
に
お
い
て

も
、
新
し
い
情
勢
の
も
と
で
新
し
い
情
勢
に
即
応
し
つ
つ
一
そ
の
」

た
め
に
は
或
る
程
度
の
政
策
転
換
を
必
要
と
し
つ
つ
一
、
連
続
し

た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ビ
ー
ア
一
派
は
、
一
七
六
三
年
イ

ギ
リ
ス
が
商
業
資
本
家
の
要
求
す
る
仏
領
砂
糖
諸
島
で
は
な
く
て
カ

ナ
ダ
を
領
有
し
た
こ
と
、
印
紙
条
例
な
い
し
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ド
条
例
が
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商
業
資
本
家
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
、

「
マ
！
カ
ン
テ
ィ
リ
ス
ト
」
か
ら
「
イ
ン
ペ
リ
ァ
リ
ス
ト
」
（
帝
国
支
配

を
第
一
義
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
優
越
を
信
条
と
す
る
政
治
家
群
）
　
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

転
換
の
し
る
し
と
す
る
が
、
そ
れ
で
は
逆
に
印
紙
条
例
や
タ
ウ
ン
ゼ

ン
ド
条
例
が
急
速
に
撤
回
さ
れ
た
の
を
彼
ら
は
ど
う
解
釈
す
る
で
あ

ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
パ
ー
ク
の
記
述
な
ど
か
ら
、
そ
れ
が
院
外
室

に
ひ
し
め
く
商
業
資
本
家
の
要
望
に
応
え
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
知

　
　
　
　
　
　
　
⑭

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
カ
ナ
ダ
の
領
有
は
C
・
P
・
ネ
ッ
テ
ル

ス
教
授
が
そ
の
す
ぐ
れ
た
論
文
で
確
証
し
て
い
る
よ
う
に
、
す
で
に

ア
ソ
女
王
時
代
か
ら
熱
烈
に
要
求
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

か
も
そ
れ
は
商
工
業
的
利
益
か
ら
の
要
求
で
屯
あ
っ
た
。
七
年
戦
争

に
お
い
て
は
じ
め
て
、
そ
し
て
商
工
業
的
利
益
と
は
別
個
の
角
度
か

ら
カ
ナ
ダ
領
有
が
決
定
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
い

わ
ゆ
る
「
マ
ー
カ
ン
テ
ィ
リ
ス
ト
」
と
「
イ
ソ
ペ
リ
ア
リ
ス
ト
」
と

は
立
揚
の
対
概
性
な
い
し
ズ
レ
か
ら
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
共
通
性

な
い
し
同
日
方
向
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
例
え

ば
、
帝
国
保
持
の
旨
的
か
ら
す
る
植
民
地
西
部
へ
の
新
た
な
規
剃
は
、

イ
ギ
リ
ス
投
資
家
の
利
益
と
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
な
い
と
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
⑳

よ
う
な
点
で
あ
る
。
七
年
戦
争
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
を
ど
の
程
度

ま
で
戦
前
と
切
り
離
し
て
考
え
る
か
、
ど
の
程
度
連
続
面
を
強
調
す

る
か
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
や
ビ
ー
ア
は
、
反
英
運
動
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ヴ
が
商
人
腰
か
ら
別
の
グ
ル
ー
プ
へ
、
つ
ま
り
通
商
を
二
義
的
と
し

憲
法
上
の
要
求
を
第
一
義
と
す
る
連
中
へ
移
っ
た
と
主
張
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
経
済
的
動
機
の
重
要
性
を
引
下
げ
る
理
由
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
商
人
層
に
対
抗
す
る
都
市
お
よ
び
周
辺
農
村
の
急
進
勢
力
、

す
な
わ
ち
「
サ
ソ
ズ
・
オ
ヴ
・
リ
バ
テ
ィ
」
の
憲
法
上
の
要
求
は
、

彼
ら
の
経
済
的
利
害
と
決
し
て
無
関
係
な
の
で
は
な
い
（
比
較
的
お
そ

く
草
亀
運
動
に
立
上
っ
た
西
部
農
民
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
）
。
　
後
に
竜
触

れ
る
よ
う
に
、
戦
後
の
不
況
で
失
業
す
る
か
或
い
は
生
活
の
不
如
意

を
実
体
験
し
た
中
下
層
一
債
務
者
層
の
経
済
的
要
求
が
こ
こ
に
裏
づ

け
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
革
命
の
原
因
は
複
合
的
で
あ

っ
た
。
だ
が
複
A
口
性
の
・
な
か
に
経
済
的
動
機
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を

占
め
、
そ
れ
が
ま
た
七
年
戦
争
前
か
ら
の
根
強
い
も
の
で
あ
っ
た
次

第
は
革
命
史
を
学
ぶ
も
の
が
再
認
識
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
竜
ち
う

ん
こ
れ
を
再
認
識
す
る
た
め
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
規
制
が
土
地
所
有
、

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
、
通
商
・
航
海
、
工
業
生
産
、
逓
貨
の
諸

領
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
効
果
を
あ
げ
た
か
ま
た
は
あ
げ
な
か
つ

18　（170）



アメリカ革命史の歴史（今津）

た
か
ー
ー
従
っ
て
ど
の
よ
う
に
植
民
地
側
の
反
擾
を
買
っ
た
か
一

を
具
体
的
に
検
討
し
、
プ
ラ
ス
ー
マ
イ
ナ
ス
の
決
済
を
す
る
必
要
が

　
　
⑯

あ
る
。
不
十
分
な
が
ら
こ
う
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

日
発
表
の
機
会
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
経
済
的
動

機
は
革
命
の
原
因
の
複
合
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
割
引
き
さ

れ
る
よ
り
も
、
た
と
え
相
対
的
で
あ
れ
、
む
し
ろ
そ
の
重
要
性
を
確
認

さ
れ
る
べ
き
竜
の
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
内
部
革
命
」
（
冒
＄
欝
鉱

燭
Φ
〈
o
ピ
郎
。
旨
）
の
否
定
論
に
よ
っ
て
話
題
を
蒔
き
つ
つ
あ
る
R
・
E
・

ブ
ラ
ウ
ン
教
擾
は
政
治
的
・
宗
教
的
動
機
を
指
摘
し
、
革
命
の
原
因

の
複
合
性
を
認
め
な
が
ら
も
現
に
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。
内

都
課
税
計
藏
は
い
う
ま
で
も
な
く
経
済
的
側
面
を
も
つ
た
し
、
茶
条

例
に
内
在
し
た
独
占
の
脅
威
も
経
済
的
影
響
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
人
が
自
己
の
経
済
的
利
益
に
反
す
る
と
考
え
た

重
商
主
義
体
制
に
反
対
し
た
の
は
、
な
ん
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
「
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
も
な
く
、
経
済
的
動
機
が
基
本
的
で
あ
っ
た
」
と
。
し
か
も
彼
は

そ
れ
を
単
に
七
年
戦
争
後
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
遠
く
十
七
世
紀

末
か
ら
の
根
深
い
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
革
命
の
複
合
的
原
因
の
な
か
に
2
3
け
る
経
済
的
動
機
の
比
重
の
問

題
は
、
い
き
お
い
近
時
評
判
の
高
い
ミ
ラ
ー
へ
の
疑
問
に
竜
通
ず
る
。

彼
の
要
ヒ
日
を
く
り
返
そ
う
。
七
年
軌
戦
争
・
が
終
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
人

は
自
己
の
経
済
的
自
由
へ
の
諸
制
限
に
対
し
て
強
い
抗
議
を
行
わ
な

か
っ
た
。
彼
ら
が
経
済
統
制
を
圧
政
と
感
じ
た
の
は
印
紙
条
例
以
後

で
あ
っ
た
、
と
。
し
か
し
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
七
年
戦
争
の
は
る

か
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
植
民
地
側
の
経
済
的
不
満
（
こ
こ
で
検
討

す
る
余
裕
は
な
い
が
、
例
え
ば
本
国
に
よ
る
対
植
民
地
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
、

工
業
上
の
諸
規
制
l
l
な
か
で
も
艦
船
資
材
条
例
や
白
松
条
例
、
嘱
子
条
例

や
鉄
条
例
ー
ー
、
免
役
地
代
の
微
集
、
煙
草
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
措
置
な

ど
）
、
そ
し
て
時
と
し
て
起
つ
た
反
抗
運
動
は
こ
れ
を
ど
う
解
釈
し
た

ら
よ
い
の
か
。
戦
後
の
事
態
は
は
や
く
か
ら
の
根
強
い
不
満
や
反
抗

に
新
し
い
不
満
が
つ
み
重
ね
ら
れ
た
結
果
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
・

　
第
一
一
に
ミ
ラ
ー
は
不
況
期
を
一
・
七
山
ハ
一
二
一
山
ハ
五
年
、
　
　
以
後
を
好
鳳
脚

気
の
時
期
と
設
定
し
、
ま
た
六
七
年
ま
で
に
大
半
の
植
民
地
が
負
債

を
皆
済
し
た
点
を
強
調
し
て
、
　
「
好
景
気
に
起
つ
た
革
命
」
論
を
提

示
す
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
必
然
的
に
、
革
命
が
経
済
的
理
由
よ

り
も
む
し
ろ
政
治
的
な
い
し
精
神
的
理
由
に
も
と
つ
く
こ
と
を
推
論

す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
に
よ
る
好
景
気
・
不
況
期
の
設
定
は
、

ア
ソ
・
ベ
ザ
ン
ソ
ソ
女
史
ら
の
精
緻
な
研
究
を
参
考
に
す
る
限
り
必

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
そ
の
う
え
、
革
命
運
動
の
起
点
と
見
ら
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れ
る
印
紙
条
例
一
揆
は
不
況
の
最
亀
は
げ
し
い
時
に
起
さ
れ
、
七
四

年
か
ら
翌
年
の
武
力
衝
突
に
至
る
事
態
の
展
開
も
ボ
ス
ト
ン
港
閉
鎖

に
始
ま
る
不
況
期
と
符
合
し
て
い
る
。
経
済
不
況
が
ど
の
程
度
ま
で

反
刃
運
動
と
関
連
し
た
か
は
、
経
済
史
の
C
・
W
・
ラ
イ
ト
教
授
も

い
っ
て
い
る
よ
う
に
今
後
徹
底
的
に
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

晦
・
原
史
料
の
な
か
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
次
の
事
実
を
引
出
す
・
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
不
況
に
直
面
し
て
い
く
た
の
著
名
な
商
家
が
破

産
し
、
商
人
の
被
雇
傭
者
と
な
っ
て
い
た
手
工
業
者
た
ち
は
失
業
に

お
そ
わ
れ
た
し
、
自
己
自
身
小
商
人
を
兼
ね
た
手
工
業
者
た
ち
竜
絹

互
の
貸
借
関
係
を
通
じ
て
連
帯
的
運
命
に
お
か
れ
、
債
務
の
ゆ
え
に

当
事
者
の
一
人
が
投
獄
さ
れ
れ
ば
芋
づ
る
式
に
類
は
他
に
及
ん
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
如
・
し
奮
記
憶
す
べ
き
点
は
、
不
況
が
雪
辱

時
経
済
へ
の
移
行
と
い
う
自
然
的
条
件
に
よ
っ
て
だ
け
で
な
く
、
イ

ギ
リ
ス
の
対
植
民
地
規
制
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で

　
＠
あ
る
。
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
た
本
国
の
歳
入
対
策
や
通
貨
条
例
或

い
は
西
部
へ
の
規
制
が
、
植
民
地
側
の
経
済
的
不
満
を
喚
趨
し
た
こ

と
は
よ
ほ
ど
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
事
情
を
顧

慮
す
れ
ば
、
大
半
の
植
民
地
が
負
債
を
皆
済
し
た
と
い
う
よ
う
な
一

般
論
は
革
命
の
原
因
と
し
て
大
し
て
重
要
性
を
も
た
な
い
。
反
対

に
、
不
況
に
直
面
し
連
帯
的
運
命
に
立
た
さ
れ
た
都
市
の
小
市
民

層
…
、
土
地
所
有
や
課
税
そ
の
他
を
め
ぐ
っ
て
本
国
政
府
お
よ
び
植
民

地
富
裕
者
層
に
反
感
を
も
つ
た
辺
境
農
罠
、
時
と
と
も
に
負
債
を

重
ね
革
命
戦
争
直
前
に
は
五
百
万
ポ
ン
ド
近
い
負
債
（
植
民
地
人
全
体

の
負
債
の
少
な
く
も
六
分
の
五
）
　
を
も
っ
た
煙
草
プ
ラ
ン
タ
ー
、
　
密
輸

を
抑
止
さ
れ
た
不
法
商
人
な
ど
特
定
の
経
済
的
∵
社
会
的
集
団
の
不

満
、
従
っ
て
彼
ら
の
革
命
性
こ
そ
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　
第
三
に
ミ
ラ
ー
の
大
き
な
欠
陥
は
、
C
・
W
・
ア
ル
ヴ
ォ
ー
ド
や
T
・
P
．

ア
バ
ネ
シ
ー
ら
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
西
都
規
鋼
の
問
題
が
等
閑
視
さ
れ
て

　
　
　
　
⑬

い
る
点
に
あ
る
。
そ
の
限
り
、
ア
レ
ガ
ニ
ー
山
脈
以
西
に
准
…
出
し
よ
う
と
し

た
辺
境
農
民
、
同
地
方
へ
の
土
地
投
機
に
新
生
藤
を
開
拓
し
よ
う
と
し
た
奥

地
プ
ラ
ン
タ
ー
の
革
命
性
は
十
分
理
解
さ
れ
な
い
。

ユ

三
　
内
部
革
ム
㎝
運
動
論
の
諸
相

イ
ン
ピ
ア
リ
ア
ル
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
疑
問
点
と
ジ
ェ
ン
セ
ン
説

　
さ
て
筒
面
を
変
え
て
、
い
ま
一
度
第
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
第
二
カ
テ

ゴ
リ
ー
と
の
検
討
に
移
ろ
う
。
ハ
ッ
カ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ

カ
両
商
業
資
本
主
義
の
抗
争
と
し
て
革
命
の
性
格
を
捉
え
た
。
そ
し
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て
そ
れ
は
確
か
に
、
広
い
意
味
で
は
正
し
か
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
に

一
つ
の
問
題
が
残
る
。
こ
う
い
う
構
造
論
で
は
、
植
民
地
内
部
で
の

利
害
や
思
惟
の
対
立
は
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
植
民
地
富
裕
商
人
の
利
害
お
よ
び
思
想
は
、
基
本
的
に
急
進
派

の
そ
れ
と
相
違
し
て
い
た
。
辺
境
農
罠
、
都
市
の
労
働
者
・
職
人
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
他
総
じ
て
急
進
派
の
不
満
は
、
イ
ギ
リ
ス
晒
植
民
地
商
業
資
本
霊

義
抗
争
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
か
わ
ど
う
説
明
さ
れ
う
る
か
、
ま
た
革
命

は
ど
の
程
度
ま
で
こ
れ
ら
急
進
派
の
、
或
い
は
保
守
派
の
一
群
（
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

照
保
守
派
）
の
仕
事
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
ハ
ヅ
カ
ー

に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
当
然
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
な
か
ん
ず

く
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
や
ビ
ー
ア
な
ど
へ
の
疑
問
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ

う
。
要
点
を
紆
云
四
運
動
な
い
し
は
内
部
穂
卑
A
叩
運
動
（
或
い
は
革
命
内
の

革
命
運
動
、
内
部
反
抗
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
象
に
し
ぼ
っ
て
、
若
干

の
所
見
を
述
べ
る
の
が
本
章
の
課
題
で
あ
る
。

　
さ
て
イ
ソ
ピ
ア
リ
ア
ル
・
ス
ク
ー
ル
が
融
単
命
の
原
因
を
単
に
植
民

地
側
か
ら
だ
け
で
な
く
、
英
悟
国
的
視
野
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
し

た
客
観
的
態
度
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
彼
ら

が
、
利
害
の
共
通
し
な
い
十
三
植
民
地
に
協
同
の
抵
抗
線
を
形
成
さ

せ
た
要
因
と
し
て
植
民
地
議
会
の
存
在
を
重
視
し
た
こ
と
は
、
確
か

に
傾
聴
に
値
い
す
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
あ
ま
り
に
も
櫨
民
地
と

本
国
と
の
対
抗
関
係
に
視
点
を
お
き
す
ぎ
、
植
民
地
内
部
の
社
会
緊

張
は
概
し
て
軽
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
で
に
今
世

紀
は
じ
め
、
カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
は
周
知
の
著
名
な
命
題
を
提
出
し
た
。

ア
メ
リ
カ
革
命
は
「
二
つ
の
一
般
的
運
動
の
結
果
で
あ
っ
た
。
自
治

お
よ
び
独
立
の
た
め
の
闘
争
と
、
ア
メ
リ
カ
政
治
お
よ
び
社
会
の
民

主
化
と
で
あ
る
」
と
。
も
し
こ
の
命
題
が
正
し
け
れ
ば
、
次
の
よ
う

に
論
を
進
め
る
こ
と
も
不
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
一
方

で
自
治
な
い
し
独
立
、
他
方
で
ア
メ
リ
カ
自
体
内
の
民
主
化
運
動
は

決
し
て
相
互
に
関
連
の
な
い
平
行
線
な
の
で
は
な
い
。
基
本
的
に
両

者
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
英
本
国
に
対
す
る

植
民
地
愛
国
派
の
反
抗
は
、
同
時
に
植
民
地
内
に
あ
っ
て
英
本
国
に

追
従
す
る
王
党
派
…
i
そ
の
中
核
は
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
英
本

国
と
直
結
し
た
植
艮
地
内
特
権
グ
ル
ー
プ
ー
を
媒
介
と
し
て
、
そ
の

ま
ま
た
だ
ち
に
ア
メ
リ
カ
内
部
の
社
会
抗
争
を
音
旨
味
し
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
内
の
社
会
抗
争
は
同
じ
愛
国

派
内
の
保
守
陣
営
と
急
進
陣
営
と
の
関
係
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
複
合
性
を
も
つ
た
笹
島
運
動
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
革
命
観

は
、
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
や
帰
殊
に
ビ
ー
ア
に
は
稀
薄
で
あ
る
。
彼
ら
の
い
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う
よ
う
に
、
革
命
が
第
一
義
的
に
植
民
地
の
自
主
・
独
立
運
動
で
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し
て
も
、
自
主
・
独
立
運
動
に
密
着
し
て
い

ま
一
つ
の
運
動
が
存
在
し
て
い
た
事
実
も
ま
た
否
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
だ
か
ら
、
究
極
的
形
態
と
し
て
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
が
示
し
た

本
国
議
会
対
植
民
地
議
会
の
抗
争
は
、
植
民
地
内
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運

動
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
。

　
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
ー
ー
ビ
1
ア
へ
の
以
上
の
疑
問
は
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
社

会
史
の
開
拓
者
ジ
ェ
ー
ム
ソ
ソ
へ
の
批
判
に
も
通
ず
る
。
は
じ
め
て

包
括
的
に
祉
会
運
動
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
革
命
を
提
示
し
た
ジ
ェ
…

ム
ソ
ソ
自
身
が
、
内
部
社
会
運
動
を
独
立
運
動
の
附
随
的
事
象
と
割

切
る
こ
と
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
と
い
う
現
状
は
、
こ
こ
一
世
代
に

お
け
る
地
方
史
研
究
の
発
達
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
成

果
は
後
ほ
ど
要
約
す
る
こ
と
と
し
て
、
目
下
問
題
点
と
す
る
社
会
運

動
な
い
し
内
部
革
命
運
動
に
関
し
わ
れ
わ
れ
は
三
つ
の
注
目
す
べ
き

論
考
（
ジ
ェ
ン
セ
ン
、
R
・
E
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
R
・
B
．
モ
リ
ス
の
そ
れ
）

を
竜
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
M
・
ジ
ェ
ン
セ
ン
　
　
彼
は
商
業
資
本
主
義
体
制
問
の
抗
争
と
い

う
ハ
ッ
カ
！
理
論
を
広
い
意
味
で
承
認
し
つ
つ
、
そ
の
背
景
に
は
や

く
か
ら
ア
メ
リ
カ
社
会
内
の
緊
張
が
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
た
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

を
注
視
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
。
要
点
を
述
べ
よ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
革
命
史
を
理
解
す
る
に
は
い
く
た
の
例
外
的
矛
盾
・
撞

着
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
基
本
的
に
は
、
史
的
連
続
性

を
も
つ
社
会
・
政
治
闘
争
と
い
う
見
地
か
ら
、
急
進
派
と
保
守
派
と

に
お
け
る
利
害
お
よ
び
思
想
の
相
違
を
見
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

従
来
の
解
釈
に
筋
が
通
ら
な
か
っ
た
の
は
、
革
命
派
を
す
べ
て
急
進

派
と
き
め
つ
け
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
な
る
ほ
ど
急
進
派
の
大
半
は
革

命
派
で
あ
っ
た
。
し
か
し
革
命
派
の
な
か
に
は
、
急
進
派
で
な
い
屯

の
竜
相
当
数
い
た
の
で
あ
る
。
保
守
派
と
は
、
独
立
を
欲
す
る
と
否

と
に
か
か
わ
ら
ず
と
竜
か
く
ア
メ
リ
カ
社
会
に
「
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ

ィ
ッ
ク
」
な
秩
序
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
し
た
人
々
で
あ
り
、
急
進
派

と
は
現
存
秩
序
の
変
革
一
当
時
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
言
葉
は
な

に
ほ
ど
の
意
味
を
も
も
た
な
か
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
を
用
い
る
と
き

最
も
よ
く
表
明
さ
れ
う
る
変
化
1
を
求
め
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

前
者
は
概
し
て
独
立
に
反
対
し
た
。
と
こ
ろ
が
後
者
は
独
立
の
み
・
が

内
部
革
命
を
可
能
に
す
る
と
自
覚
す
る
に
つ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
単

な
る
反
抗
か
ら
独
立
の
主
張
へ
と
変
容
し
た
。
従
っ
て
「
保
守
主

義
」
な
い
し
「
急
進
主
義
」
は
、
　
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
覚
派
の
態

度
を
指
す
の
で
な
く
、
お
よ
そ
社
会
や
政
府
と
い
う
も
の
に
関
す
る
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アメリカ革命史の歴史（今灘）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
カ

よ
り
基
本
的
な
態
度
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
へ
の
態

も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

慶
ば
そ
の
反
映
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
　
ア
メ
リ
カ
革
命
は
植

、
民
地
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
戦
争
以
上
の
竜
の
で
あ
り
、
　
「
相
対
的
に
、

だ
が
基
本
的
に
十
三
植
民
地
内
の
民
主
主
義
運
動
」
で
あ
っ
た
。
第

一
に
、
連
合
規
約
は
独
立
宣
言
の
原
理
の
表
明
に
他
な
ら
な
か
っ
た

し
、
新
し
い
心
心
の
革
命
憲
法
も
た
と
え
そ
れ
が
保
守
勢
力
の
指
導

下
に
あ
る
と
こ
ろ
で
注
意
深
く
書
か
れ
た
と
し
て
も
、
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
立
法
部
が
優
越
性
を
も
ち
、
知
事

や
判
事
は
こ
れ
に
従
属
す
る
。
財
産
上
の
選
挙
資
格
が
は
じ
め
て
攻

撃
さ
れ
る
。
人
口
比
例
の
選
挙
が
始
め
ら
れ
る
。
公
立
教
会
は
危
殆

に
ひ
ん
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が
以
上
の
諸
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
よ
う

と
竜
、
ま
た
そ
れ
ら
が
わ
れ
わ
れ
の
理
解
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら

い
か
に
隔
っ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
ら
は
十
八
世
紀
ア
メ
リ
カ
人
に

は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
晶
単
命
皿
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
コ
　
　
カ

は
じ
め
て
実
質
的
に
結
合
し
た
急
進
派
の
優
越
を
画
し
た
出
来
事
で

　
　
　
　
＠

あ
る
、
と
。

　
こ
の
ジ
ェ
ソ
セ
ソ
の
見
解
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
今
世
紀
は

じ
め
カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
に
よ
り
．
「
二
重
運
動
」
と
し
て
革
命
初
期

の
ニ
ュ
…
・
ヨ
ー
ク
に
適
用
さ
れ
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
は
あ
り
な

が
ら
ビ
ー
ア
ド
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ソ
ガ
ー
、
ジ
ェ
ー
ム
ソ
ソ
ら
を
経
て
連

邦
憲
法
制
定
期
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
全
体
に
敷
術
さ
れ
た
内
部
抗
争
論

を
、
社
会
的
資
力
の
連
続
性
と
い
う
見
地
か
ら
体
系
づ
け
た
結
果
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
今
日
革
命
史
研
究
者
の
誰
も
が
知
っ
て
い
る
。
ジ

ェ
ン
セ
ソ
説
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
、
ベ
ヅ
カ
ー
が
打
ち
出
し
た
二

重
運
動
論
を
急
進
派
に
よ
る
内
部
革
命
の
遂
行
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
と
　
　
へ

よ
っ
て
一
本
に
止
揚
し
た
そ
の
理
論
性
に
あ
る
。
け
だ
し
ジ
ェ
ソ
セ

ン
に
よ
れ
ば
、
急
進
派
は
植
民
地
の
独
立
に
よ
ら
な
け
れ
ば
ア
メ
リ

カ
内
部
の
罠
主
化
を
達
成
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
た
め
、
急
進
派

が
独
立
謹
書
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
こ
と
は
　
（
も
っ
と
い
え
ば
、
第
一
園
大

　
　
　
　
　
　
　
⑬

陸
会
議
の
結
果
自
体
が
）
、
保
守
派
に
対
す
る
急
進
派
の
優
越
で
あ
り
、

独
立
至
言
そ
の
も
の
が
内
部
革
命
と
見
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
う
い
う
前
提
の
う
え
に
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
と
り

上
げ
る
場
合
、
彼
は
こ
こ
、
な
か
ん
ず
く
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
に
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

部
革
命
の
最
も
強
烈
な
様
相
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
妥
当

か
ど
う
か
は
、
最
後
に
問
題
と
し
て
提
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ

に
し
て
・
も
、
ア
ソ
ド
ル
：
ズ
甜
ビ
ー
ア
説
に
対
す
る
疑
問
i
急
進
派

の
利
害
お
よ
び
思
想
は
基
本
的
に
蜜
裕
商
人
の
そ
れ
と
ど
う
違
っ
て

い
た
か
、
革
命
は
ど
の
程
度
ま
で
急
進
派
な
い
し
愛
国
保
守
派
の
仕
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事
で
あ
っ
た
か
一
へ
の
ジ
ェ
ソ
セ
ソ
的
圓
答
は
以
上
で
ほ
ぼ
明
ら

か
で
あ
る
。

　
　
2
　
ブ
ラ
ウ
ン
の
三
論
と
そ
の
及
論

　
と
こ
ろ
で
こ
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
を
例
に
と
っ
て
ジ
エ
ソ
セ
ソ

に
ま
っ
こ
う
か
ら
対
立
し
、
他
の
植
民
地
に
竜
こ
れ
と
大
体
同
じ
条

件
を
推
測
し
よ
う
と
す
る
の
が
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
の
R
・
E
・
ブ

ラ
ウ
ン
（
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
時
代
、
ジ
ェ
ン
セ
ン
の
指
導
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
）
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
は
、
近
刊
予
定
の
阪
大
文
学
部
十

周
年
記
念
論
集
（
創
文
社
）
に
や
や
詳
し
く
述
べ
て
お
い
た
た
め
深
く

立
入
る
こ
と
を
控
え
る
が
、
要
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
が
す
で
に
植

民
地
時
代
か
ら
完
全
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
近
い
状
態
に
あ
り
、
内
部
革

命
論
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
根
拠
が
な
か
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
革
命

の
原
因
は
内
部
に
で
は
な
く
イ
ギ
リ
ス
の
政
｛
策
に
求
め
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
次
の
よ
う
な
結
論
が
出
て

来
る
。
闘
争
を
独
立
の
戦
争
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
し
か
し
、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
係
争
点
で
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
は
内
部
革
命
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
条
件
と
し
て

で
な
く
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
力
と
し
て
、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ

ス
の
対
植
民
地
支
配
を
妨
げ
て
来
た
力
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
べ
き

な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
革
命
は
世
界
史
に
お

け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
革
命
の
一
つ
、
つ
ま
り
社
会
秩
序
を
変
え
る
よ
リ

　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
へ
　
　
も
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
へ

も
そ
れ
を
保
持
す
る
た
め
の
革
命
を
例
証
し
た
。
そ
れ
は
同
地
に
お

い
て
革
命
前
か
ら
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
守
る

た
め
の
一
一
兀
的
闘
争
で
あ
り
、
決
し
て
二
重
運
動
で
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
恐
ら
く
他
の
植
民
地
も
大
同
小
異
で
あ
ろ
う
。
多
分
わ
れ
わ

れ
は
ア
メ
リ
カ
全
体
に
お
い
て
、
コ
ソ
モ
ソ
・
マ
ソ
の
政
治
が
ジ
ャ

ク
ソ
ン
時
代
よ
り
屯
ず
っ
と
以
前
に
存
在
し
て
い
た
事
実
を
重
い
だ

　
　
　
　
⑭

す
で
あ
ろ
う
、
と
。
ベ
ッ
カ
ー
の
二
重
運
動
論
の
止
揚
の
仕
方
が
ジ

ェ
ソ
セ
ソ
と
ブ
ラ
ウ
ン
と
で
ひ
じ
ょ
う
に
違
っ
て
い
る
点
を
注
冒
す

べ
き
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ウ
ン
が
「
独
自
の
新
し
い
且
つ
驚
く
べ
き
結
論
に
到
達
し
」
、

過
芸
五
十
年
間
の
諸
解
釈
を
快
刀
乱
麻
を
断
つ
よ
う
に
反
駁
し
去
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
野
心
的
努
力
は
大
い
に
評
傾
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し

い
ま
内
部
革
命
運
動
と
い
う
視
角
か
ら
検
討
す
る
と
き
一
i
そ
し
て

そ
の
否
定
こ
そ
ブ
ラ
ウ
ン
の
要
点
で
あ
っ
た
が
一
、
彼
の
考
え
に

は
多
大
の
疑
問
が
も
た
れ
る
。
ピ
ッ
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
や
マ
レ
ー
フ
ィ

ー
ル
ド
な
ど
若
千
の
新
一
し
い
タ
ウ
ン
に
お
け
る
歌
学
民
と
不
在
タ
ウ
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ソ
所
有
者
と
の
土
地
所
有
お
よ
び
課
税
を
め
ぐ
る
抗
争
、
革
命
戦
争

中
に
実
際
起
つ
た
選
挙
権
を
め
ぐ
る
紛
争
、
未
だ
公
認
さ
れ
な
い
、

従
っ
て
公
立
教
会
税
を
免
除
さ
れ
な
い
新
タ
ウ
ン
に
数
多
い
洗
礼
派

の
内
部
宗
教
闘
争
、
郡
裁
判
所
や
治
安
判
事
裁
判
所
に
対
す
る
「
バ

ー
ク
シ
ャ
ー
立
憲
派
」
（
¢
ロ
①
降
の
窪
耽
①
O
o
旨
ω
§
瓢
賦
。
洋
書
翼
ω
）
農
民
の
反

抗
、
或
る
意
味
で
戦
時
中
の
社
会
抗
争
の
延
長
と
見
ら
れ
る
シ
ェ
ー

ズ
の
叛
乱
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
西
部
農
民
の
運

動
屯
ま
た
内
部
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
達
成
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
必

ず
し
竜
ユ
ニ
ー
ク
な
革
命
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
現
に
バ
ー
ク

シ
ャ
ー
立
憲
派
の
革
命
三
主
が
民
主
政
府
の
樹
立
、
つ
ま
り
玉
党
派

た
る
「
河
の
神
」
（
幻
陣
く
⑦
壇
　
∩
｝
O
α
ω
）
の
排
除
に
満
足
せ
ず
、
保
守
的
な

新
し
い
愛
国
派
指
導
者
を
も
牽
制
し
て
地
方
政
治
を
民
主
化
す
る
点

に
あ
っ
た
事
実
は
、
す
で
に
歴
史
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て

　
⑧
い
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
が
ジ
ェ
ソ
セ
ソ
と
相
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
同

調
者
と
臼
さ
れ
る
E
・
S
・
モ
ー
ガ
ン
や
R
・
B
・
モ
リ
ス
か
ら
も

批
判
さ
れ
て
い
る
点
は
内
部
革
命
運
動
の
極
端
な
否
定
、
そ
れ
か
ら

演
繹
さ
れ
る
「
コ
ソ
モ
ソ
・
マ
ソ
の
政
治
が
ジ
ャ
ク
ソ
ン
時
代
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
ず
っ
と
以
前
か
ら
あ
っ
た
」
と
い
う
結
論
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
現
在
ま
で
の
筆
者
に
許
さ
れ
た
範
囲
内
で
、
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
以
外
の
植
民
地
に
関
す
る
近
時
の
研
究
成
果
を
概
略
し
て
見

　
＠

よ
・
う
。

　
　
領
主
植
民
地
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
と
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
と
で
は
、

．
領
主
制
是
非
を
め
ぐ
る
内
部
抗
争
が
革
命
戦
争
に
先
行
し
、
植
民

　
地
独
立
或
い
は
独
立
反
対
の
態
度
を
決
め
る
の
に
大
き
く
作
用
し

　
た
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
は
領
主
派
プ
ラ
ン
タ
ー
と
反
領
主
派
プ
ラ

　
ソ
タ
ー
と
の
抗
争
が
究
極
は
反
磁
運
動
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
た
し
、

　
内
部
革
命
を
最
も
典
型
的
に
遂
行
し
た
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
で
も
、

　
か
の
パ
ク
ス
ト
ソ
一
揆
（
℃
蜘
握
什
O
揖
沁
一
〇
け
）
を
契
機
に
王
領
化
の
問

　
題
を
係
争
点
と
し
て
富
裕
者
層
（
ク
ゥ
エ
…
ヵ
…
）
が
二
分
し
、
王

　
党
派
と
愛
国
派
と
へ
分
解
す
る
端
緒
が
で
き
た
。
し
か
竜
パ
ク
ス

　
ト
ソ
一
揆
は
伝
統
的
な
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
支
配
に
代
っ
て
、
小
市
民

　
層
（
ス
コ
ッ
チ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
、
ジ
ャ
ー
マ
ソ
）
が
政
権
を
に
ぎ
る

　
同
地
革
命
の
序
曲
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
必
ず
し
竜
革
命
戦
争

　
に
附
随
し
て
、
領
主
制
と
い
う
封
建
制
の
廃
棄
が
問
わ
れ
た
の
で

　
は
な
い
。

　
　
ニ
ニ
i
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
社
会
抗
争
は
、
十
八
世
紀
は
じ
め
領
主

　
制
か
ら
王
領
へ
転
換
し
た
後
も
土
地
問
題
を
め
ぐ
っ
て
存
続
し
た
。

　
本
国
政
府
が
土
地
所
有
と
免
役
地
代
の
徴
集
と
に
お
い
て
、
大
地
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主
た
る
旧
領
主
団
を
保
護
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ゆ
え
に
旧
領

主
団
は
一
致
し
て
本
国
政
府
と
結
び
、
参
議
会
を
支
配
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
立
法
∵
行
政
・
司
法
の
一
二
権
を
堂
Ψ
握
、
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー

主
義
に
支
え
ら
れ
つ
つ
植
民
地
現
状
維
持
派
の
急
先
鋒
と
な
っ
た
。

従
っ
て
西
部
農
民
に
と
っ
て
、
大
地
主
へ
の
内
部
革
命
運
動
こ
そ

反
英
運
動
の
一
環
を
な
す
竜
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
ら
は
十
八

世
紀
中
ご
ろ
に
お
け
る
免
役
地
代
闘
争
を
も
つ
て
、
革
命
戦
争
に

よ
り
免
役
地
代
が
廃
棄
さ
れ
る
は
る
か
以
前
、
す
で
に
革
命
で
の

一
成
果
を
か
ち
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
、

　
革
命
戦
争
直
前
に
「
大
暴
動
」
（
O
巴
①
田
口
　
閃
①
ぴ
①
一
一
陣
O
鴇
P
　
O
h
　
H
圃
①
①
）
を

起
し
た
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
西
南
部
諸
芸
の
農
民
に
と
っ
て
は
、
内

部
革
命
運
動
が
は
っ
き
り
革
命
戦
争
へ
の
対
応
の
仕
方
を
規
定
し

た
。
レ
ン
セ
ラ
ー
や
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
ら
愛
国
派
大
地
主
の
小

作
農
民
は
王
党
派
に
走
り
、
コ
ー
ト
ラ
ン
ト
お
よ
び
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
ら
王
党
掌
大
地
主
の
小
作
農
民
は
愛
国
派
に
投
じ
た
。
　
ニ
ュ

ー
・
ヨ
ー
ク
農
民
の
な
か
に
王
党
派
が
多
か
っ
た
の
は
、
一
つ
に

は
愛
国
派
大
地
主
と
の
社
会
的
緊
張
が
関
連
し
て
い
る
。
し
か
も

注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
農
民
暴
動
を
契
機
に
コ
ー
ト
ラ
ン
ト
と

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が
領
地
を
も
つ
ウ
ェ
ス
ト
チ
エ
ス
タ
ー
郡
で
地
主

自
身
に
よ
る
上
か
ら
の
土
地
改
革
が
行
わ
れ
、
反
抗
農
民
は
目
的

の
一
部
分
を
達
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ウ
ェ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
に
お
い
て
は
、
王
党
派
大
地
主
の
土
地
の
小
農
民

へ
の
分
与
は
革
命
戦
争
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
動
き
の
発
展
で
あ

っ
て
、
革
命
戦
争
に
附
随
し
て
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。

　
ニ
ュ
ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
交
付
地
で
の
農
民
暴
動
は
、
未
解
決

の
ま
ま
革
命
戦
争
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
七
五

年
上
半
期
以
来
、
そ
れ
は
急
速
に
反
英
運
動
へ
と
移
行
し
た
。
け

だ
し
農
民
の
目
標
は
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
外
の
植
民
地
の
統
治
下
に

入
る
か
、
さ
も
な
く
ば
新
し
い
独
立
政
府
を
樹
立
す
る
か
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
革
命
戦
争
こ
そ
は
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
土
地
投
機
業
者
と

の
抗
争
を
か
ち
と
る
好
都
合
な
事
態
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
グ

リ
ー
ン
・
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ボ
ー
イ
ズ
（
Φ
3
①
け
鼠
。
¢
導
鉱
b
b
d
o
団
ω
）
の

運
動
竜
、
以
前
か
ら
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
内
部
抗
争
が
独
立
運
動

を
規
定
し
た
典
例
の
一
つ
と
い
え
る
。
一
七
八
○
年
に
お
け
る
ヴ

ァ
ー
モ
ン
ト
の
成
立
は
、
反
抗
農
民
の
努
力
の
結
晶
を
語
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
運
動
（
閃
①
σ
q
巳
舞
。
艦
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ζ
。
く
。
白
露
ご
嶺
鍵
9
刎
。
σ
q
三
陸
一
。
旨
）
。
　
こ
の
苦
い
経
験
が
辺
境
農

振
の
胸
底
深
く
残
る
と
こ
ろ
、
岡
地
の
反
英
運
動
と
内
部
革
命
運

動
と
は
特
殊
な
形
で
結
合
し
、
革
命
史
家
を
し
て
こ
れ
ほ
ど
ご
た

ご
た
と
理
解
に
圏
難
な
ケ
ー
ス
は
な
い
と
ま
で
告
白
さ
せ
た
。
け

だ
し
、
辺
境
農
民
は
革
命
戦
争
の
は
じ
め
強
硬
な
王
党
派
運
動
へ
、

次
い
で
七
六
年
春
ご
ろ
か
ら
急
転
直
下
し
て
独
立
運
動
へ
と
変
貌

し
た
か
ら
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
、
最
後
ま
で
王
党
派
運
動
を
つ
づ
け
た
農

民
貧
イ
ラ
ソ
ダ
…
ズ
》
が
い
た
こ
と
も
記
億
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
）
。

そ
こ
に
は
一
見
矛
盾
し
た
様
相
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
㍉
辺
境

零
墨
の
め
ま
ぐ
る
し
い
ま
就
に
は
筋
が
一
本
通
っ
て
い
た
。
プ
ラ

ン
タ
ー
勢
力
（
東
部
の
愛
国
派
）
と
の
抗
争
が
、
彼
ら
の
運
動
の
本

質
を
な
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
彼
ら
が
愛
国
派
に
転
じ
た
の
は
、

大
勢
が
独
立
へ
と
傾
い
た
い
ま
問
じ
ょ
う
に
愛
国
派
に
与
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
運
動
の
指
導
権
を
に
ぎ
ろ
う
と
し
た
点
に
あ
る
）
。
そ
の
意
味
で
、

革
命
戦
争
に
臨
む
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
辺
境
農
民
の
態
度
竜
す

ぐ
れ
て
内
部
革
命
酌
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
わ
な
い
。
し

か
電
辺
境
諸
郡
の
ス
ク
ォ
ッ
タ
i
拡
、
革
命
戦
争
前
に
自
由
土
地

保
有
を
認
め
わ
れ
た
。
こ
れ
も
、
革
命
喫
す
で
に
土
地
所
有
上
の

改
革
が
行
わ
れ
た
顕
著
な
事
例
に
属
す
る
。

　
サ
ウ
ス
・
カ
・
ラ
イ
ナ
辺
境
農
民
の
間
に
も
同
様
な
傾
向
が
見

え
た
。
内
部
抗
争
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
戦
争
に
劣
ら
ず
危
険
な
こ
と

を
自
覚
し
た
一
部
の
保
守
勢
力
は
、
住
民
の
関
心
を
一
点
に
集
中

さ
せ
て
社
会
的
摩
擦
を
防
ぐ
方
法
は
独
立
と
邦
憲
法
の
制
定
以
外

に
な
い
と
ま
で
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
が
野
饗
国
内
で
の

自
治
と
い
う
抵
抗
力
式
を
捨
て
て
運
動
を
推
進
し
た
ゆ
え
ん
は
こ

こ
に
あ
る
。
同
地
に
お
け
る
代
表
的
保
守
憲
法
の
成
立
は
、
彼
ら

の
成
功
を
語
る
も
の
に
他
な
わ
な
い
。

　
一
七
六
五
年
五
月
ヴ
岬
，
ジ
ニ
ア
痴
議
会
を
通
過
し
た
ヘ
ン
リ
ー
決

議
案
は
、
　
「
北
ア
メ
リ
カ
全
体
に
上
る
革
命
へ
の
信
号
」
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
重
要
視
さ
れ
る
の
は
単
に
反
言
運
動
と
い
う
点
だ
け

で
な
く
、
こ
れ
と
不
可
分
に
結
び
つ
き
つ
つ
潮
水
線
地
帯
の
プ
ラ

ン
タ
ー
に
対
す
る
奥
地
プ
ラ
ン
タ
ー
、
辺
境
農
擾
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
バ
ー
グ
小
市
民
の
勝
利
を
意
味
し
た
点
で
あ
り
、
べ
ー
コ
ソ
の

㌍
叛
乱
以
来
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
民
主
主
晶
義
運
動
｛
又
上
に
起
つ
た
一
画
期
的
出

来
心
と
い
え
る
。
な
る
ほ
ど
愛
国
派
プ
ラ
ン
タ
ー
と
急
進
派
勢
力

と
の
権
力
闘
争
は
自
主
・
独
立
運
動
の
内
部
で
つ
づ
け
ら
れ
、
結

局
後
者
は
指
導
権
を
奪
わ
れ
て
所
期
の
民
主
主
義
改
革
を
貫
徹
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ァ
革
命
の
原
型
は
こ
こ
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に
つ
く
ら
れ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

　
　
海
港
都
市
に
眼
を
転
じ
て
も
、
急
進
的
結
社
サ
ソ
ズ
・
オ
ブ
・

　
リ
バ
ナ
ィ
の
運
動
は
明
ら
か
に
反
磁
運
動
と
内
部
革
命
運
動
と
の

　
一
体
化
で
あ
っ
た
。
一
様
に
英
本
国
お
よ
び
植
民
地
に
お
け
る
そ

　
の
遽
従
者
を
敵
と
し
な
が
ら
、
彼
ら
と
愛
国
派
富
裕
商
人
と
の
目

　
標
は
喰
い
違
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
革
命
の
序
曲
と
も
い
う

　
べ
き
印
紙
条
例
一
揆
に
す
で
に
認
め
ら
れ
た
。
殊
に
彼
ら
は
概
し

　
て
債
務
者
層
と
し
て
、
本
国
の
デ
フ
レ
政
策
や
こ
れ
に
従
う
植
民

　
地
内
債
権
者
（
富
裕
商
入
）
の
政
治
の
ど
ち
ら
に
も
反
対
し
、
革
命

　
戦
争
の
十
年
竜
ま
え
か
ら
活
濃
な
動
き
を
見
せ
て
い
た
。
ジ
ェ
ー

　
ム
ソ
ソ
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
を
は
じ
め
諸
邦
に
お
け
る
刑
務
所

　
お
よ
び
刑
法
の
改
革
、
貧
国
な
債
務
者
の
投
獄
に
関
す
る
規
定
の

　
改
正
を
、
革
・
命
戦
争
に
附
随
し
て
起
つ
た
一
社
会
運
動
と
見
な
し

　
て
い
る
が
、
事
実
は
そ
れ
ら
自
体
が
本
来
都
市
の
小
市
民
層
や
債

　
務
農
民
の
一
革
命
目
標
で
あ
っ
た
。

　
以
上
や
や
無
系
統
に
概
略
し
た
諸
点
か
ら
次
の
二
つ
の
結
諭
が
一

応
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
e
も
ち
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
は
ジ
ェ
ー
ム
ソ
ソ
と
岡
様
、
革
命
戦
争
の

も
た
ら
し
た
祉
会
的
変
化
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
或
る
程
度
戦
前
か
ら
の
動
き
の
延
長
で
あ
砂
、
ま
た
本
来
革

命
の
目
標
で
も
あ
っ
た
。
革
命
は
以
前
か
ら
の
社
会
的
諸
力
め
結
集

と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
ジ
ェ
ー
ム
ソ
ン
批
判

に
通
ず
る
こ
の
よ
う
な
史
的
連
続
性
な
い
し
力
学
的
諸
力
の
認
識
こ

そ
、
ア
メ
リ
カ
革
命
の
理
解
に
お
い
て
欠
け
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ

㌔
う
。

　
⇔
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
と
今
臼
の
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
で
は
、
は
っ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

り
と
ジ
ェ
ン
セ
ソ
の
い
う
急
進
派
の
内
部
革
命
が
達
成
さ
れ
、
ノ
ー

ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
で
も
辺
境
反
抗
農
民
の
意
向
が
か
な
夢
強
く
憲
法

　
　
　
⑧

に
謳
わ
れ
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
、
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
ヴ
ァ
ジ

ニ
ア
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
な
ど
保
守
派
が
指
導
権
を
に
ぎ
っ
た
と

こ
ろ
で
屯
、
西
部
農
畏
の
内
部
革
命
運
動
は
顕
著
に
認
め
ら
れ
た
。

以
上
参
考
に
し
た
近
時
の
地
方
史
研
究
が
も
し
正
し
い
と
す
る
な
ら

ば
、
単
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
み
な
ら
ず
他
の
植
民
地
に
も
同
じ

条
件
を
予
想
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
の
見
解
は
当
っ
て
い
な
い
、
と
。
相
対

的
に
、
だ
が
基
本
的
に
内
都
革
命
運
動
を
否
定
す
る
こ
と
は
無
理
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
革
命
は
主
と
し
て
本
国

か
ら
の
独
立
だ
け
を
昌
的
と
し
た
と
い
う
解
釈
は
狭
き
に
す
ぎ
る
。
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そ
し
て
そ
れ
は
、
イ
ソ
ピ
ア
リ
ア
ル
・
ス
ク
L
ル
の
開
拓
者
ア
ン
ド

ル
ー
ズ
や
ビ
ー
ア
お
よ
び
社
会
史
の
開
拓
者
ジ
ェ
ー
ム
ソ
ソ
へ
の
批

判
だ
け
で
な
く
、
近
時
脚
光
を
浴
び
て
い
る
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な

ブ
ラ
ウ
ン
に
も
当
て
は
め
ら
れ
る
。
今
臼
イ
ソ
ピ
ア
リ
ア
ル
・
ス
ク

：
ル
の
一
翼
を
に
な
う
L
・
W
・
テ
バ
リ
ー
と
L
・
H
・
ギ
プ
ソ
ソ

が
と
竜
に
、
内
部
抗
争
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
の
は
そ
の
よ
い

　
　
　
　
　
⑰

証
左
で
あ
ろ
う
。
ジ
エ
ン
セ
ソ
理
論
が
一
面
に
お
い
て
い
ま
な
お
評

価
さ
れ
る
べ
き
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

3

内
部
革
命
運
動
論
の
将
来

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
内
部
革
命
運
動
の
存
在
は
基
本
的
に
認
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
残
さ
れ
る
。

そ
れ
は
内
部
革
命
運
動
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
成
功
と
は

・
別
個
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ェ
ソ
セ
ソ
説
へ
の
疑

問
は
右
の
点
に
関
連
す
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
彼
は
独
立
行
為

自
体
が
急
進
派
の
内
部
革
命
と
考
え
て
い
る
が
、
独
立
ア
メ
リ
カ
の

内
部
秩
序
を
規
定
し
た
カ
ナ
メ
と
竜
い
う
べ
き
諸
邦
の
憲
法
は
全
般

的
に
見
て
彼
の
い
う
よ
う
な
意
味
で
の
急
進
派
の
利
害
や
思
想
を
表

明
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
で
、
保
守
派
の
指
導
の
も
と
に
革
命
は
遂

行
さ
れ
た
と
す
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
R
・
8
・
モ
リ
ス
の
見
解
の

方
が
い
っ
そ
う
リ
ア
ル
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
が
二
重
雲
仙
動
論
を
止
揚

し
た
極
め
手
、
つ
ま
り
内
部
革
命
運
動
論
の
否
定
の
ゆ
え
に
批
判
さ

れ
る
よ
う
に
、
ジ
ェ
ソ
セ
ソ
竜
二
重
運
動
論
を
止
揚
し
た
理
論
性
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
極
め
手
づ
ま
り
急
進
派
の
優
越
一
内
部
革
命

の
成
功
一
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
に
よ
っ
て
多
分
に
論
争
の
余
地
を
残

し
た
の
で
あ
る
。
　
「
急
進
派
に
味
方
し
す
ぎ
て
多
少
の
偏
見
を
屯
ち

急
進
派
の
役
割
を
過
大
評
価
し
た
」
、
と
い
う
マ
ッ
ク
ス
・
Z
、
ラ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦

ド
の
ジ
エ
ソ
セ
ソ
批
判
は
当
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
ジ
ェ
ソ
セ
ソ
お

よ
び
ブ
ラ
ウ
ン
の
ど
ち
ら
と
も
相
違
す
る
第
三
の
立
場
（
モ
リ
ス
の
見

解
）
を
紹
介
す
る
必
要
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
モ
リ
ス
は
内
部
革
命
運
動
の
存
在
を
一
癒
認
め
つ
つ
、
な
お
愛
国

派
陣
営
と
王
党
派
陣
営
と
が
あ
ら
ゆ
る
社
会
階
層
か
ら
補
充
さ
れ
た

点
を
強
調
し
、
ま
た
急
進
派
の
優
越
と
い
う
ジ
ェ
ソ
セ
ソ
の
基
本
的

シ
ェ
ー
マ
に
疑
問
を
呈
す
る
。
ア
メ
リ
カ
革
命
が
概
し
て
社
会
階
層

間
の
抗
争
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
革
命
の
指
導
権
が
穏
健
な
「
ホ
イ

ッ
グ
・
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
」
（
愛
国
保
守
派
）
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
た

事
実
と
表
裏
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
革
命
は
テ
ル
ー

ル
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
と
ジ
ョ
ー
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ジ
ア
と
を
除
く
す
べ
て
に
お
い
て
、
保
守
派
は
指
導
駒
役
割
を
演
じ

た
。
こ
・
う
し
て
董
－
命
ぽ
い
わ
ば
モ
ソ
タ
ニ
ヤ
ー
ル
で
は
な
く
、
ジ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ソ
ダ
ソ
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
と
。

　
わ
れ
わ
れ
が
革
命
前
後
に
お
け
る
種
々
の
変
化
（
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ

ア
や
ジ
ョ
ー
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
　
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ラ
で
の
革
新
憲
法
、

ア
メ
リ
カ
全
体
を
通
じ
て
立
法
部
の
地
位
が
大
慾
に
上
昇
し
、
　
人
口
比
例
欄

や
男
子
普
通
選
挙
制
が
い
ち
だ
ん
と
は
げ
し
く
論
議
の
マ
ト
と
な
り
、
　
南
部

で
公
立
教
会
は
解
体
し
、
　
免
役
地
代
が
廃
止
さ
れ
た
他
、
長
子
根
続
欄
や
限

嗣
相
続
捌
が
ほ
と
ん
ど
決
定
的
に
廃
棄
さ
れ
た
と
い
う
事
情
、
　
巨
大
な
土
地

投
機
へ
の
制
限
を
無
視
し
て
蓉
干
の
地
域
で
は
土
地
兼
併
の
風
が
助
長
さ
れ

な
が
ら
、
　
全
般
的
に
い
っ
て
小
農
民
へ
の
土
地
分
与
が
促
進
さ
れ
た
事
実
、

不
徽
底
を
き
わ
め
た
奴
隷
制
の
廃
止
運
動
で
さ
え
、
　
そ
れ
が
主
と
し
て
白
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

自
由
労
働
者
か
ら
の
要
求
と
し
て
、
北
部
若
干
の
邦
で
は
成
功
し
た
事
実
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

般
庶
直
下
債
務
者
に
有
利
な
不
換
紙
幣
法
や
物
価
統
制
法
の
通
過
な
ど
）
　
を

顧
慮
す
る
と
き
、
急
進
派
の
役
割
を
過
少
評
価
し
た
モ
リ
ス
の
考
え

は
た
だ
ち
に
う
な
ず
け
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
革
命
が
絹
対
的
に
、

だ
が
基
本
的
に
愛
国
保
守
派
の
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
遂
行
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
は
じ
め
て
、
肝
心
な
諸
邦
の
憲
法
が
概

し
て
保
守
的
性
格
を
帯
び
た
次
第
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

　
　
⑧

あ
る
。
現
に
ジ
ェ
ソ
セ
ン
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ャ

ロ
ル
の
よ
う
な
一
、
二
の
例
外
を
除
い
て
保
守
派
は
後
悔
し
な
が
ら

独
立
に
賛
成
し
た
、
と
画
一
化
し
て
い
る
よ
う
な
愛
国
保
守
派
像
は

必
ず
し
竜
正
し
く
な
い
。
例
え
ば
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
革
命
に
関
す
る
フ

ィ
リ
ッ
プ
・
ク
ロ
ー
ル
教
授
の
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
キ
ャ
ロ
ル
を
含

め
て
同
地
の
積
極
的
な
反
領
主
派
プ
ラ
ン
タ
ー
八
名
が
こ
と
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

独
立
運
動
の
積
極
的
な
指
導
者
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
ジ
ェ
ソ
セ
ソ

自
身
、
顧
る
箇
所
で
自
【
己
反
省
を
行
な
っ
て
い
る
。
　
「
わ
た
し
は
、

一
七
六
三
年
以
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
が
多
く
の
保
守
派
を
革
命
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

争
に
謳
り
立
て
た
こ
と
を
認
め
な
い
の
で
は
な
い
」
と
。
だ
が
要
点

は
、
そ
う
い
う
保
守
派
が
多
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
単
に
量
的
な

問
題
で
は
な
く
て
、
特
定
の
経
済
集
団
つ
ま
り
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
市
の

ウ
ィ
ソ
ク
ー
プ
や
ボ
ス
ト
ン
の
バ
ン
コ
ッ
ク
ら
に
代
表
さ
れ
る
不
法

　
　
⑧

商
人
、
キ
ャ
ロ
ル
や
ワ
シ
ン
ト
ン
ら
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
煙
草
植
民

地
奥
地
の
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
規
制
の
枠
外
を

泳
ご
う
と
す
る
保
守
派
の
態
度
で
あ
る
。
学
都
社
会
の
罠
主
化
の
問

題
は
と
も
か
く
、
少
な
く
も
独
立
に
対
す
る
彼
ら
の
態
度
は
「
後
悔

し
な
が
ら
」
と
い
っ
た
よ
う
な
消
極
性
一
点
張
り
で
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
事
実
モ
リ
ス
は
、
愛
国
保
守
派
が
信
仰
の
自
由
や
表
明
の
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富
由
な
ど
若
干
の
人
権
を
守
る
点
で
は
急
進
派
以
上
に
積
極
的
な
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

面
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
は
た
し
て
そ
う
い
え
る
か
、
ま
た
興

り
に
部
分
的
に
は
保
守
派
の
進
歩
性
が
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
全

体
と
し
て
彼
ら
の
思
想
が
急
進
派
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
対
立
す
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
は
動
か
せ
な
い
事
実
な
の
で
は
な
い
か
、
こ
れ
ら

は
今
後
徹
底
的
に
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
し
か
し
、
十

一二

A
民
地
を
通
じ
て
大
体
革
－
命
の
指
導
者
が
ジ
ロ
ソ
ド
的
で
あ
り
、

独
立
に
対
す
る
彼
ら
の
態
度
が
ジ
ェ
ソ
セ
ソ
に
よ
り
一
般
化
さ
れ
た

以
上
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て
認
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

（一

福
ﾉ
愛
国
保
守
派
と
い
っ
て
も
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ら
の
よ
う
に
比
較
的
は

や
く
か
ら
独
立
を
意
図
し
た
グ
ル
ー
プ
と
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
ら

の
よ
、
）
に
独
立
を
し
ぶ
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
の
二
つ
の
人
間
像
を
考
え
る
必
要

　
　
　
　
　
＠

が
あ
る
で
あ
ろ
う
）
。
　
愛
国
保
守
派
の
利
害
お
よ
び
思
想
の
再
検
討
こ

そ
、
ジ
ェ
ン
セ
ソ
批
判
に
も
か
ら
ん
で
革
命
史
理
解
に
重
要
視
さ
れ

て
来
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
ひ
る
が
え
っ
て
こ
の
こ
と
は
、
モ
リ
ス
が
陥
っ
た
よ
う
な
、

内
部
革
命
運
動
を
軽
視
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
問

題
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
と
デ
ラ
ウ
ェ
ア
と
を
例
外
と
し
て
ほ
と
ん
ど

そ
れ
を
経
験
し
な
が
ら
、
な
ぜ
若
干
の
植
民
地
で
は
成
功
し
大
多
数

の
他
の
植
民
地
で
は
失
敗
し
た
か
、
で
あ
る
。
例
え
ば
同
じ
無
主
体

制
を
も
ち
相
隣
接
し
な
が
ら
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
内
部
抗
争
は
主
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

し
て
プ
ラ
ン
タ
ー
間
の
政
治
的
領
域
に
と
ど
ま
り
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ

ニ
ア
で
は
典
型
酌
な
内
部
革
命
が
達
成
さ
れ
た
。
ま
た
同
じ
よ
う
に

内
部
革
命
運
動
を
経
験
し
な
が
ら
、
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
は
代
表

的
な
保
守
憲
法
に
落
着
き
、
ノ
ー
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
は
レ
ギ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
意
向
を
か
な
り
汲
ん
だ
憲
法
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

よ
う
な
相
違
は
、
急
進
派
の
優
越
に
よ
る
内
部
革
命
と
い
う
ジ
エ
ン

セ
ソ
理
論
で
は
解
…
明
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
を
解
く
た
め
に
は
、

先
に
も
問
題
提
起
し
た
よ
う
に
愛
国
保
守
派
像
の
再
検
討
が
必
要
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
い
ま
一
つ
に
は
西
部
の
発
展
の
度

合
い
、
い
い
換
え
れ
ば
農
民
革
命
勢
力
の
成
熟
度
が
解
答
の
糸
口
を

与
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
試
み
に
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
と
ペ
ソ
と
の
領
地
を
比
較
し
て
見
よ
う
。

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
西
部
は
開
拓
が
船
く
れ
、
そ
の
中
心
を
な
す
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
郡
は
十
八
世
紀
中
ご
ろ
よ
う
や
く
組
織
化
さ
れ
た
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
肥
沃
・
広
大
な
土
地
に
加
え
て
領
主
の
寛
大
な
政
策
．
も

手
伝
い
、
西
部
の
い
ち
じ
る
し
い
発
展
を
見
た
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア

と
は
好
対
象
で
あ
ろ
う
。
こ
の
着
着
こ
そ
、
両
植
雲
鳥
の
革
命
に
重
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大
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
ノ
！
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
は
、

十
八
世
紀
中
ご
ろ
に
急
激
な
人
口
増
加
を
見
た
代
表
的
な
植
民
地
で

あ
っ
た
。
同
地
ほ
ど
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
諸
書
の
住
民
が
突
然
増
加
し

た
例
は
、
　
西
洋
の
古
代
か
ら
近
世
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

い
」
と
ま
で
い
わ
れ
る
。
事
実
、
ご
く
わ
ず
か
の
期
問
に
開
拓
農
民

の
大
群
が
近
隣
植
民
地
か
ら
流
れ
こ
み
、
ビ
ー
ド
モ
ソ
ト
一
帯
に
拡

が
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ
ナ
は
ど
う
か
。
そ
の

奥
地
は
七
年
戦
争
後
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
対
植
民
地
西
部
規
制
を

重
大
な
脅
威
と
感
ず
る
ほ
ど
十
分
に
は
移
住
さ
れ
て
い
な
が
っ
た
。

殊
に
辺
境
農
民
は
依
然
と
し
て
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
侵
入
に
さ
ら
さ
れ
、

イ
ギ
リ
ス
の
軍
事
的
保
護
を
さ
え
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い

妬
つ
事
態
に
お
い
て
、
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
嘗
田
鼠
商
人
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な

ど
保
守
派
に
十
分
対
抗
で
き
る
急
進
的
勢
力
が
西
都
に
起
り
う
る
は

ず
は
な
い
。
邦
憲
法
に
現
わ
れ
た
両
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
相
違
は
、
　
こ

う
い
う
事
情
に
規
定
さ
れ
た
一
面
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も

ち
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
は
カ
ー
ル
・
ブ
ラ
イ
デ
ソ
ボ
ー
博
士
と
と
も
に
、

東
部
海
港
都
市
に
お
け
る
急
進
的
勢
力
の
成
長
度
を
問
う
必
要
が
あ

⑳る
。
し
か
し
圧
倒
的
に
農
本
的
祉
会
で
あ
っ
た
革
命
期
ア
メ
リ
カ
の

理
解
に
当
っ
て
、
西
部
の
経
済
状
態
や
社
会
構
造
が
ま
ず
明
ら
か
に

さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
闘
違
い
が
な
い
。
こ
う
し
て
、
海
港
都
市
や
比
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G

較
的
よ
く
移
住
さ
れ
た
古
い
西
部
に
多
い
愛
国
保
守
派
の
研
究
の
重

要
性
と
な
ら
ん
で
・
華
の
例
外
は
あ
茎
盤
に
警
善
導
権
．
認

を
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
急
進
勢
カ
ー
特
に
辺
境
農
民
1

の
実
態
把
握
が
不
可
欠
の
課
題
と
し
て
要
請
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
。
も
、
　
R
・
」
。
テ
ー
ラ
ー
や
L
・
N
・
ニ
　
ュ
ー
カ
ソ

マ
ー
の
著
作
な
ど
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ヅ
ツ
西
部
農
民
に
関
す
る
と
同
様
、

す
ぐ
れ
た
研
究
が
他
の
植
民
地
の
西
部
農
民
に
つ
い
て
竜
現
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
の
は
、
そ
し
て
こ
・
り
い
・
り
ア
プ
ロ
ー
チ
に
み
ず
か

ら
も
進
も
う
と
意
図
す
る
の
は
、
筆
者
一
人
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
革
A
叩
史
儂
閉
の
真
に
妥
当
な
再
論
伸
は
、
そ
の
暁
に
お
い
て
達

成
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
ジ
ェ
ソ
セ
ソ
批
判
に
か
ら
ん
で
内
部
革
命
運
動
論
の
今
後

の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
最
後
に
い
ま
一
つ
、
同
様
の
問
題
意
識
を

も
っ
て
附
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ア
メ

リ
カ
革
命
史
に
お
い
て
内
部
革
命
運
動
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
デ
ラ
ウ
エ
ア
と
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
と
は
例
外
的
に
ジ
ェ
ソ
セ
ソ

の
い
う
よ
う
な
急
進
派
の
運
動
を
経
験
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
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⑪
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
事
態
は
少
な
く
も
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

る
限
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
研
究
を
い
ま
一
度
相
対
的
に
見
な
お
す
必
要

を
感
じ
さ
せ
る
。
ジ
エ
ソ
セ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
内
部
革
命
運
動
が
最
も
強
烈
で
あ
り
、
特
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
の
政
治
史
に
そ
れ
が
よ
く
示
さ
れ
る
と
い
っ
た
。
し
か
し
中
部
や

南
部
と
異
な
り
、
タ
ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
地
方
自
治
の

発
達
を
見
、
且
つ
他
の
ど
の
植
民
地
よ
り
も
イ
ギ
リ
ス
の
メ
ツ
ボ
に

と
ら
れ
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
で
は
、
内
部
革
命
運
動
は
ジ
ェ
ソ
セ

ソ
が
い
う
ほ
ど
激
烈
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
例
え
ば
、

一
七
八
○
年
の
憲
法
は
確
か
に
一
方
で
内
部
の
抗
争
を
反
映
し
た
が
、

同
時
に
こ
の
時
期
は
メ
！
ソ
の
大
半
が
敵
軍
の
手
中
に
入
り
、
負
債

の
増
大
や
遜
貨
・
物
価
の
高
騰
に
よ
っ
て
真
に
強
力
な
政
府
の
必
要

が
痛
感
さ
れ
た
時
に
当
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
革
命
史
家
E
・
P
・
ダ

グ
ラ
ス
は
、
八
○
年
憲
法
鮒
定
の
最
大
の
理
由
は
強
力
な
政
府
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

要
求
が
内
部
の
民
主
的
改
革
運
動
を
上
廻
っ
た
点
に
あ
る
と
す
る
。

・
こ
う
し
て
、
ダ
グ
ラ
ス
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
内
部
革
命
運
動
を
次

の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
時
と
し
て
強
烈
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ

南
部
に
お
け
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
…
…
…
…
イ
ギ
リ
ス
か
ら
発

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
あ

し
た
不
満
は
、
地
域
間
。
社
会
階
層
間
の
緊
張
か
ら
生
じ
た
不
満
よ

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
⑰

り
も
大
き
か
っ
た
」
と
。
は
た
し
て
そ
う
い
え
る
か
ど
う
か
の
具
体

的
研
究
こ
そ
、
ダ
グ
ラ
ス
自
身
に
も
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
に
も
課
せ
ら

れ
た
問
題
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
彼
の
い
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
ベ

ッ
カ
ー
－
ー
ジ
ェ
ソ
セ
ソ
系
列
の
命
題
を
認
め
つ
つ
、
少
な
く
も
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
に
関
す
る
限
り
ブ
ラ
ウ
ン
説
に
も
耳
を
傾
け
よ
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ジ
エ
ソ
セ
ソ
流
の
内
部
革
命
論
と
い
い
ブ
ラ
ウ

ン
の
否
定
論
と
い
い
、
或
い
は
モ
リ
ス
的
解
釈
に
し
て
も
、
と
も
に

相
対
的
な
意
味
に
お
い
て
受
け
い
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
革
命
史
研
究
の
沿
革
と
現
状
と
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。

科
学
的
歴
史
が
書
き
始
め
ら
れ
て
か
ら
優
に
二
世
代
以
上
を
経
過
し

て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
上
る
革
命
史
家
が
次
の
よ
う
に
い
っ

て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
諸
解
釈
の
限
界
点
な
決
定
し
始
め
て
よ
い
時

　
期
に
来
て
い
る
。
一
七
七
六
年
な
い
し
八
七
年
に
お
い
て
人
々
が

　
実
際
行
動
し
た
理
由
は
な
に
か
を
よ
り
ょ
く
理
解
す
る
た
め
、
わ

　
れ
わ
れ
は
手
許
に
あ
る
新
し
い
諸
説
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。
し

　
か
し
、
ど
の
特
定
の
説
を
も
完
全
な
説
明
に
ま
で
敷
魅
し
て
は
な

　
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
問
い
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
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あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ち
　
　
へ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
へ

な
わ
わ
れ
わ
れ
は
未
だ
、
ア
メ
リ
カ
革
命
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
⑭

つ
た
か
を
十
分
知
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」

①
図
上
嘱
。
ざ
℃
器
繰
9
0
暁
ω
o
鼠
食
ω
9
窪
。
ρ
窪
ω
8
識
。
σ
Q
鑓
や
げ
ど
¢
巴
8
α

GQ
T
8
ω
悔
冒
や
ω
G
o
朝
～
ω
Q
◎
Φ
り

②
ρ
》
．
じ
σ
①
弩
9
6
げ
。
密
ω
①
O
｛
諺
鷺
①
砥
8
口
9
〈
日
N
彗
ざ
P
H
矯
》

蕊
Φ
．
国
昌
。
嘱
O
ざ
℃
9
◎
Φ
象
摯
⊃
℃
ぴ
凱
．
ホ
イ
ッ
グ
酌
見
方
に
立
つ
た
も
の
と
し
て

　
は
O
勲
く
嵐
図
9
導
の
口
ざ
譲
δ
8
邑
鴫
o
h
讐
①
ぎ
①
艮
0
9
口
麺
Φ
く
9
蓉
陣
o
P
（
H

刈
。
◎
り
）
．
↓
ど
貿
0
9
畷
型
爵
ぎ
”
男
O
目
け
剛
O
鉱
9
ロ
貸
O
署
目
口
冨
8
野
毛
O
瞬
紳
げ
¢

Q
臥
器
α
ω
訂
8
ω
O
団
》
奪
①
ユ
。
口
（
↑
○
。
も
o
G
Q
）
●
鰍
0
蝕
α
壁
げ
羅
O
話
①
”
諺
昌
口
巴
ω

O
団
け
び
①
跨
資
①
泣
0
9
昌
閃
の
く
黛
露
陣
O
嶺
（
H
Q
。
認
）
．
窯
θ
ダ
♂
＜
O
⑩
黛
ω
リ
ピ
罵
①
O
団

○
①
O
戦
㈹
①
妻
鋤
ω
薫
⇔
σ
q
8
畏
（
一
〇
Q
O
O
）
・
匂
9
β
竃
餌
二
幅
巴
㌍
ζ
団
①
O
団
○
①
O
h
σ
Q
⑦

≦
9
ω
ぼ
嵩
σ
q
8
μ
り
（
回
Q
Q
O
蒔
～
O
刈
）
・
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
モ
ー
ス
は

　
馬
鹿
気
た
低
説
や
逸
話
を
挿
入
し
、
草
書
の
指
導
潜
た
ち
を
不
当
に
英
雄

　
化
し
た
し
、
ウ
ィ
ー
ム
ズ
も
ワ
シ
ン
ト
ン
を
究
全
に
偶
像
化
し
、
　
一
般
駒

読
物
と
し
て
長
く
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
ま
た
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の

　
署
作
は
次
の
よ
う
に
批
評
さ
れ
て
い
る
。
革
命
の
叙
述
は
正
確
で
す
ぐ
れ

　
た
批
判
山
刀
も
n
兄
ら
れ
U
⇔
が
、
　
後
螺
十
部
分
は
フ
エ
　
一
ア
ラ
リ
ス
ト
舳
剛
佃
柵
団
兄
に
陥
…

　
つ
て
い
る
、
と
。
　
な
お
、
　
王
党
派
酌
見
解
の
代
表
酌
な
も
の
と
し
て
は

6
げ
O
ヨ
9
の
類
癌
。
臣
⇔
ω
O
詳
日
記
①
瓢
す
8
嫉
団
o
h
讐
①
O
O
ざ
¢
唄
P
疑
鳥
℃
戦
？

く
冒
8
0
暁
ζ
霧
沼
。
げ
蕊
①
＃
ω
切
鋤
ざ
嵩
お
～
凝
る
く
。
尻
●
（
一
酌
①
ぶ
～
一
Q
◎
楠
Q
◎
）
σ

　
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
世
論
か
ら
の
超
脱
性
、
率
直
さ
、
観
察
力
な

　
ど
に
お
い
て
、
ど
の
愛
麟
派
的
著
作
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

③
切
①
9
a
L
瓢
画
嚢
●
回
Q
。
㊤
～
お
9

④
国
⇒
o
矯
9
0
や
ゆ
①
禽
2
3
躍
・

⑤
た
だ
し
H
・
S
・
コ
ン
マ
ジ
ャ
ー
教
授
は
好
著
．
、
↓
財
①
》
樺
①
二
8
⇔

竃
貯
鳥
、
、
（
一
霧
O
）
に
お
い
て
、
極
端
な
ス
ペ
シ
ャ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ソ
に
陥
つ

　
た
客
観
的
歴
史
が
結
局
世
界
観
と
の
乖
離
を
も
た
ら
し
た
点
を
指
摘
し
、

　
歴
史
研
究
は
あ
く
ま
で
客
観
性
を
保
持
し
つ
つ
、
な
お
十
九
世
紀
中
ご
ろ

　
の
雄
渾
な
歴
史
文
学
を
手
本
に
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
　
（
O
げ
餌
唱
ω
．

三
囲
H
が
図
H
く
）
。

⑥
⑦
国
け
受
島
。
皇
臣
糞
ぴ
賦
∴
言
8
冨
息
漏
舜
霧
矯
跨
譲
ω
8
曼
o
h

　
》
営
Φ
艮
O
効
⇔
国
陣
ω
8
房
事
同
㊤
無
堕
囎
ワ
ト
3
P
㎝
～
鱒
ω
り
●

⑧
拙
稿
門
ア
メ
リ
カ
史
学
に
お
け
る
科
学
々
派
に
つ
い
て
偏
（
史
林
、
惜
一
）

参
照
。
、

⑨
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
第
一
世
代
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お
け
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ア
メ
リ
カ

　
革
命
史
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い
て
は
誤
．
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＜
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⑦
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ワ
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照
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⑩
因
み
に
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オ
ズ
グ
ッ
ド
の
門
下
か
ら
は
逸
材
が
輩
田
し
た
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述
の
ビ

　
…
ア
や
シ
ェ
レ
～
ジ
ン
ガ
ー
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他
、
ど
ー
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ド
、
H
・
～
・
カ
ー
マ
ン
、
W
・

　
R
・
ス
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ス
、
C
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L
・
ペ
ー
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ー
、
W
・
H
・
フ
ラ
イ
、
露
・
P
・
タ

　
ソ
ナ
ー
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E
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・
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ッ
シ
ャ
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P
・
S
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リ
ッ
ピ
ソ
、
W
・

　
R
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シ
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フ
ア
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・
E
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
、
G
・
W
・
エ
ド
ワ
ー

　
ズ
、
C
・
R
・
リ
ン
グ
リ
ー
、
翼
・
P
・
ミ
ー
ド
な
ど
で
あ
る
。

⑪
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℃
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⑫
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＜
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．
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史
学
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へ
の
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憶
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①
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①
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簿
鐸
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①
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．
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岡
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①
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①
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①
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．
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①
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①
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℃
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．
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＜
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鎧
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o
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団
ぎ
山
Φ
需
早

　
島
①
口
O
ρ
日
Φ
邸
ρ
唱
℃
’
ト
つ
b
っ
心
～
も
つ
ω
○
◎
。

＠
嗣
・
O
．
竃
瓢
冴
ひ
　
○
目
無
一
口
の
O
団
け
げ
①
諺
導
①
甑
O
帥
揖
園
①
く
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鐸
江
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詳
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や
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①
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⑧
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．
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ほ
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図
Φ
＜
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口
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o
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己
興
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・
ω

　
9
ω
O
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す
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鑓
O
く
①
B
O
け
け
旧
P
閃
①
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置
く
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口
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μ
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旨
同
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①
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露
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●
国
劉
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・
幻
①
＜
¢
い
×
鴇
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9
●
”
H
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ト
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唱
・
一
～
ゆ
。

⑳
⑳
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弩
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ω
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冨
誤
導
①
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。
碧
涛
①
ぎ
ぎ
瓢
邑
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9
り
ω
や

　
α
①
牲
①
α
鋤
ω
P
ω
O
O
す
一
ζ
O
〈
①
諺
O
⇔
ダ
回
㊤
b
o
ρ
℃
℃
・
圃
～
り
。

⑳
○
囲
．
ρ
即
翼
①
欝
鉱
ρ
↓
ぎ
國
。
o
お
。
騰
》
導
Φ
銑
8
口
Ω
＜
ま
N
碧
δ
P

　
H
Φ
G
◎
Q
Q
・
切
●
竃
の
ζ
O
㌧
鶏
ρ
8
け
①
ω
霞
¢
㈹
磯
一
¢
団
O
目
渉
一
昌
①
ほ
0
9
⊃
一
書
琉
①
①
Ω
O
導
》

．
瞬
㊤
劇
薩
・
竃
旨
す
b
p
し
ご
①
P
鴎
9
出
一
ω
8
目
唄
O
｛
し
d
β
臨
捧
①
ω
ω
竃
簿
記
一
⑩
も
◎
Q
Q
。

⑳
　
い
・
9
号
出
9
0
ぽ
①
が
　
帆
帆
］
り
び
①
膨
罵
の
轡
　
里
諺
①
ほ
〇
四
け
菊
①
＜
O
一
β
菖
O
⇔
、
鳩
　
一
P

　
↓
び
o
O
P
¢
ω
①
ω
o
騰
轡
¢
Φ
》
巨
①
ユ
0
9
¢
　
凋
①
〈
9
餌
缶
。
詳
㊦
象
3
噺
ぴ
矯
『
露
0
．

　
零
P
ロ
一
障
ρ
娼
ワ
も
つ
O
～
鱒
一
曾

⑳
し
か
し
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
．
の
転
向
と
と
も
に
、
後
年
ハ
ヅ
カ
ー
自
身
が

　
従
来
の
攻
撃
的
調
子
に
手
こ
こ
ろ
を
加
え
、
柔
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ

　
て
来
た
点
を
付
記
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
「
独
立
戦
争
が
人
々
の
魂
を
ゆ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
む
　
　

も
　
　

わ
　
　

も
　
　

も
　
　

も
　
　

も
　
　

も
　
　

も
　
　

ぬ
　
　

も
　
　

な
　
　

も
　
　

う
　
　

も
　
　

も
　
　

も
　
　

も

　
ぶ
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
指
導
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し

　
の
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
カ

　
た
だ
け
で
な
く
、
自
由
の
擁
護
を
叫
ん
だ
か
ら
で
あ
っ
た
」
と
（
禺
霧
騨
①
ひ

　
8
げ
①
日
急
9
昌
唱
げ
O
団
》
営
①
誌
o
p
口
0
簿
℃
詳
四
犀
ω
ヨ
矯
一
〇
膳
評
勺
暦
①
簡
9
0
Φ
）
。
こ

　
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
彼
が
イ
ソ
ピ
ァ
リ
ア
ル
・
ス
ク
ー
ル
に
対
し
て
よ
り

　
寛
大
に
な
り
つ
つ
あ
る
証
左
と
も
い
え
よ
う
か
。

⑳
窓
理
三
ζ
窪
ω
①
員
6
冨
貯
け
置
①
ω
。
h
O
。
篤
⑦
山
①
B
ぎ
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り
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．

⑳
Q
首
ω
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．
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①
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①
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①
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．

　
O
甘
ω
o
誉
し
d
ユ
寓
ω
け
国
旨
唱
群
①
”
》
卜
⊃
腿
●

⑳
例
え
ば
、
印
紙
条
例
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
や
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
な
ど

　
に
一
時
課
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
歳
入
対
策
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
が

　
そ
れ
を
十
三
植
民
地
全
体
に
課
し
た
の
は
七
年
戦
争
後
が
始
め
て
で
あ
る
。

⑳
O
h
曾
U
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蜜
．
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壁
h
F
し
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口
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げ
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挿
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①
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瓢
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①
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①
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①
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昌
．
ω

　
い
8
見
帥
h
ざ
切
口
・
亟
O
～
心
掃
）
・
　
イ
ギ
リ
ス
実
業
界
が
条
例
の
撤
廃
を
求
め
た

事
情
に
つ
い
て
は
0
冠
嗣
ぎ
皆
遂
こ
℃
眉
●
ω
¶
～
瞳
●
参
照
。

⑳
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℃
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6
冨
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①
霧
8
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隔
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．
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①
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．
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①
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①
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①
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①
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①
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潟
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④
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⑰
工
業
部
門
に
耀
し
て
は
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
の
対
十
三
植
罵
地
工
業
規
制

　
に
つ
い
て
」
（
乱
読
、
十
三
）
、
そ
の
他
の
経
済
部
門
に
関
し
て
は
近
刊
予

　
定
の
拙
著
「
ア
メ
リ
カ
革
命
史
序
説
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（
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部
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照
。

⑳
労
●
国
●
し
d
聴
。
芝
詳
鼠
冠
巳
①
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℃
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①
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ら
の
研
究
に
つ
い
て
は
近
刑
予
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さ
ら
に
拙
稿
「
い
わ
ゆ
る
印
紙
条
例
一
揆

　
に
つ
い
て
」
　
（
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（
史
林
、
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の
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参
照
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。
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た
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右
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アメリカ革命史の歴史（今漆）
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The　Historiography　of　the　American　Revolution

　　　　　by

Akira　lmazu

　　What　wer6　the　Main　cac　uses　of　the　American　Revolution　which

resulted　in　the　liberalist－rnovements　in　the　19th　century　together

with　the　French　Revolution　？　：　and　what　functional　relation　was　there
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

between　the　movenents　’for　home－rule　and　independence　of　’the　Thirteen

Colonies，　and　the　socio－political　tension　within　the　Colonies　？；　these

are　still　old　and　new　basic　probl　ems　in　the　study　of　the　Revolution．

This　is　the　reason　why　Professor　E．　S．　Morgan　of　Yale　University

says　to．day　such　as　follow加g，　while　two　generations　more　have　passed

since　the　publication　of　the　objective　writings　by　so－called　“Imperial

School　of　the　Colonial　Period”：　“We　must　not　expand　particular

insigiits　into　a　complete　explanation．　We　must　continue　to　ask，　for

we　stlll　do　not　fully　know，　what　the　Revoltttion　was”．　ln　this　paper

the　writer，　tracing　briefiy　the　process　how　the　history　of　the　Revoltt－

tion　has　been　written　from　the　very　beginning　of　the　Republic，　will

examine　chiefiy　those　two　basic’ @problems，　and　will　have　a　perspective

for　the　present　in　studying　the　Revolution．

Ming－ch’i（明器）．Ni－hsiang（泥．象）in　the　Han（漢）

　　　　　　　　　　　Dynasty　and　its　Mode　of　Life

　　　　　　　cases　ia　Ch’ang－shα（畏沙），　lthca7tg－chou（広タ1・1），

　　　　　　　　and　l〈uei－hsien（降口）

　　　　　　by

Takashi　Okazaki

　　For　these　years　archaeological　investigations　in　the　southern　Chinftc，

including　Ch’ang－sha（長沙）and　Kuang幽一chou（広州），　have　made　a

rapid　progゴess，　To　look　back　upon　burials　and　finds　of　the　ffan（漢）

era　in　Ch〆a・ng－sha（長沙），　Lai－yang『（来陽），　K磁7z8－chou（広州），αhiu－

lung（九龍），　and　Kuei－hsien（貴県），　especially　earthen　ming－ch’i（明
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